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一

般

選

抜 

医 学 部 

薬 学 部 

経 済 学 部 

人 文 社 会 学 部 

芸 術 工 学 部 

総 合 生 命 理 学 部 

デ ー タ サ イ エ ン ス 学 部 

学
校
推
薦
型
選
抜 

医 学 部 

 

医学科 

地域枠学校推薦型選抜 

学校推薦型選抜（中部圏活躍型） 

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） 

保健医療学科

（看護学専攻） 
学校推薦型選抜 B（名古屋市高大接続型含む） 

保健医療学科

（リハビリテーション学専攻）

学校推薦型選抜 A ★ 

学校推薦型選抜 B（名古屋市高大接続型含む） 

薬 学 部 
学校推薦型選抜 A ★ 

学校推薦型選抜 B（名古屋市高大接続型含む） 

経 済 学 部 
学校推薦型選抜 A ★ 

学校推薦型選抜 B（名古屋市高大接続型含む） 

人文社会学部 

心理教育学科
学校推薦型選抜 A ★ 

学校推薦型選抜 B（名古屋市高大接続型含む） 

現代社会学科

国際文化学科

学校推薦型選抜 A ★ 

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） 

芸 術 工 学 部 
学校推薦型選抜（連携指定校型） 

学校推薦型選抜 B（名古屋市高大接続型含む） 

総 合 生 命 理 学 部 
学校推薦型選抜（連携指定校型） 

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） 

データサイエンス学部 学校推薦型選抜 B（名古屋市高大接続型含む） 

そ

の

他 
薬 学 部 私費外国人留学生選抜 ★ 

経 済 学 部 私費外国人留学生選抜 ★ 

人 文 社 会 学 部 
帰国生徒・外国学校出身者選抜 ★ 

私費外国人留学生選抜 ★ 

芸 術 工 学 部 
帰国生徒・外国学校出身者選抜 ★ 

私費外国人留学生選抜 ★ 

総 合 生 命 理 学 部 私費外国人留学生選抜 ★ 

★ 大学入学共通テストを課さない 

※ 令和７年度入学者選抜試験日程については、７７ページを参照 
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（１）大学入学共通テスト試験利用教科・科目の変更 

 新学習指導要領の導入により、大学入学共通テスト試験利用教科・科目を次のとおり変更する。 

・国語は、大問を 1つ追加。試験時間は 90 分(10 分増)。配点は近代以降の文章 110点、古典 90点（古

文 45点、漢文 45 点）。 

 ・地理歴史、公民は、必履修科目を組み合わせた出題科目 1 科目と、必履修科目と選択科目を組み合

わせた出題科目 5科目の合計 6つの出題科目から最大 2科目を選択解答。 

 ・数学②は『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』の 1 科目を出題し、試験時間は 70 分（10分増）。 

 ・理科は、従前の 2つの試験時間帯（理科①と理科②）から 1 つの試験時間帯に変更。従前の「物理

基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の 4 科目は、『物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学

基礎』として 1科目に統合。5つの出題科目から最大 2科目を選択解答。 

 ・情報を出題教科に追加。(試験時間は 60分、配点は 100 点) 

 ・地理歴史、公民、数学、情報において旧教育課程履修者等への経過措置として、「旧課程科目」を

出題。（新教育課程履修者は選択解答できない。） 

 

 〇新課程に基づく出題教科・科目等 

教科 グループ 出題科目 試験時間（配点） 

国語  『国語』 90 分(200 点) 

地理歴史 
 

『地理総合，地理探究』 

『歴史総合，日本史探究』 

『歴史総合，世界史探究』  

『公共，倫理』 

『公共，政治・経済』 

『地理総合／歴史総合／公共』 

1 科目選択 

 60 分(100 点) 

2 科目選択 

 130 分(200 点) 

 (うち解答時間 120 分)      
公 民 

数学 
① 『数学Ⅰ，数学Ａ』『数学Ⅰ』 70 分(100 点) 

② 『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』 70 分(100 点) 

理科  
『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』 

『物理』 『化学』 

『生物』 『地学』 

1 科目選択 

 60 分(100 点) 

2 科目選択 

 130 分(200 点) 

 (うち解答時間 120 分)  

外国語  
『英語』  

リーディング：80 分(100 点) 

リスニング：60 分(100 点) 

『ドイツ語』『フランス語』 『中国語』『韓国語』 筆記：80 分(200 点) 

情報  『情報Ⅰ』 60 分(100 点) 

  

１ 令和７年度（2025 年度）選抜の主な変更点 
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〇旧課程に基づく出題教科・科目等 

教科 グループ 新課程科目 
旧課程科目 

（旧教育課程履修者等のみ受験可）

国語  『国語』 なし 

地理歴史 

 

『地理総合，地理探究』 
『歴史総合，日本史探究』 
『歴史総合，世界史探究』  
『公共，倫理』 
『公共，政治・経済』 
『地理総合／歴史総合／公共』 

『旧世界史Ａ』『旧世界史Ｂ』 
『旧日本史Ａ』『旧日本史Ｂ』 
『旧地理Ａ』『旧地理Ｂ』 
『旧現代社会』『旧倫理』 
『旧政治・経済』 
『旧倫理，旧政治・経済』 公民 

数学 

① 
『数学Ⅰ，数学Ａ』 
『数学Ⅰ』 

『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』 
『旧数学Ⅰ』 

② 『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』 

『旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ』 
『旧数学Ⅱ』 
『旧簿記・会計』 
『旧情報関係基礎』 

理科  

『物理基礎／化学基礎／ 
生物基礎／地学基礎』 
『物理』『化学』 
『生物』『地学』 

なし 

（ただし，新課程による出題科目に
おいて，必要に応じて，旧教育課程
履修者等が選択可能な問題を出題す
る場合あり。） 

外国語  
『英語』   

なし 『ドイツ語』『フランス語』 
 『中国語』『韓国語』 

情報  『情報Ⅰ』 『旧情報』 

〇「新教育課程履修者」と「旧教育課程履修者等」 

新教育課程履修者 ① 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。以下同じ。）に令和４年４月に入学

し，新指導要領に基づく教育課程の下で学び，令和７年３月に卒業見込みの者

② 中等教育学校の後期課程に令和４年４月に進級し，新指導要領に基づく教育課

程の下で学び，令和７年３月卒業見込みの者 

旧教育課程履修者 

等 

上記以外の者 

＊ 高等学校等卒業者，高等学校卒業程度認定試験合格者又は合格見込者，及び高

等学校等を令和７年３月卒業見込みであるが入学は令和４年３月以前の者など 

(２)医学部保健医療学科リハビリテーション学専攻(設置構想中)の開設について 

名古屋市立大学では、令和７年４月に医学部及び看護学部の組織を再編し、医学部内に保健医療学

科（仮称）を設置、看護学専攻とともに新たにリハビリテーション学専攻（理学療法学及び作業療法

学）を設置する予定。なお、この入学者選抜要項に掲載するリハビリテーション学専攻の募集人員、

出願資格、入学者選抜期日及び選抜方法などについては、全て予定。 

出願にあたっては、後日、本学ウェブサイトに公表する学生募集要項を確認すること。 
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医学部各学科 専攻（コース） 備考 

医学科 ‐  

 

保健医療学科（仮称） 

看護学専攻 看護学部から移行 

リハビリテーション学専攻 

（理学療法学コース・作業療法学コース） 

新設 

 

① 設置の趣旨 

急速に進む少子高齢化により、我が国の社会構造は大きく変化している。従来の医療が病院中心に完

結していたのに対し、今後は在宅での生活が主体となり、介護保険などを利用して地域で完結すること

が望まれている。そのため、障害のある方が自立、または支援を受けつつ地域で生活できる環境を整え

ることが重要な課題となる。特に高齢者は、病気やケガによる長期の入院生活で運動および認知機能が

著しく低下するため、入院中から機能低下に対する予防や改善が必須となっている。リハビリテーショ

ンとは、「身体的、精神的、また社会的に最も適した機能水準の達成を可能とすることによって、各個

人が自らの人生を変革していくための手段を提供していくことを目指すプロセス」と定義されている

（1982 年：障害者に関する世界行動計画）。つまり、病気やケガ、さらに加齢に伴う機能低下に対処す

るリハビリテーションの役割が、地域における質の高い医療を提供する上で重要になってきている。 

本学は、医学・薬学・看護学といった医療系コースを備えた公立の総合大学として、これまで地域医

療を長年支えてきた。一方で、名古屋市を含む東海地方においても、高齢化の進展は大きな問題であり、

高齢化に伴うさまざまな疾病や障害からの回復、地域生活への復帰を支援する必要性が高まっている。

また医療技術の発展や社会の情報化に伴い、医療をめぐる環境は多様化・複雑化しており、個々のニー

ズに対応した医療の需要が今後さらに高まっていくことが予想される。 

これらの背景を踏まえ、高齢社会や多様化する医療ニーズに対応するため、高度な教育を提供し、質

の高いリハビリテーション専門職を育成する必要がある。これまで、地域に貢献する人材を育成してき

た本学にとって、地域医療や保健分野で優秀な人材を育成していくことは重要であり、保健医療学科リ

ハビリテーション学専攻を新設することの意義は大きい。 

 

② 学部の概要 

（1）学部・学科名称 

医学部・保健医療学科（仮称） 

School of Medicine ・Department of Health Science 

（2）設置時期 

令和７年４月（予定） 

（3）設置場所 

名東キャンパス（名古屋市名東区勢子坊二丁目 1501 番地） 

（4）入学定員・収容定員 

１学年理学療法学コース 40 名・作業療法学コース 40 名 

（5）専任教員数 

理学療法９名・作業療法９名 

（6）学位名称 

学士（理学療法学・作業療法学）Bachelor of Physical Therapy・Occupational Therapy 

（7）目指せる資格 

理学療法士・作業療法士 
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（３）経済学部 

３学科（公共政策、マネジメントシステム、会計ファイナンス）から１学科（経済経営）に改組す

る。 

 

（４）人文社会学部・心理教育学科 

①入学者選抜の変更 

学校推薦型選抜において、学校推薦型選抜Ｂを設ける。 

※詳細は（37ページ）を参照すること。 

 

②募集人員を次のとおり変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（５）芸術工学部 

①入学者選抜の変更 

学校推薦型選抜において、名古屋市高大接続型と連携指定校型を設ける。 

※詳細は（43ページ）を参照すること。 

 

②募集人員を次のとおり変更する。 

 

 

変更前 

募集人員 入学定員

学校推薦型選抜Ａ ５名 

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） ５名 

前期日程 42 名 

後期日程 12 名 

帰国生徒・外国学校出身者 若干名 

変更後 

募集人員 入学定員

学校推薦型選抜Ａ ５名 

学校推薦型選抜Ｂ 20 名 

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ５名 

前期日程 42 名 

後期日程 12 名 

帰国生徒・外国学校出身者 若干名 

変更前 

募集人員 入学定員

学校推薦型選抜Ｂ 12 名 

前期日程 56 名 

後期日程 32 名 

帰国生徒・外国学校出身者 若干名 

変更後 

募集人員 入学定員

学校推薦型選抜Ｂ 12 名 

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ３名 

学校推薦型選抜（連携指定校型） 若干名 

前期日程 56 名 

後期日程 32 名 

帰国生徒・外国学校出身者 若干名 
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学部 学科 日程別募集人員 入学定員 

医学部 

医学科 

地域枠学校推薦型選抜 ７名※1

97 名 
学校推薦型選抜（中部圏活躍型） 27 名※2

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） ３名※2

前期日程 60 名

保健医療学科看護学専攻

※6 

学校推薦型選抜Ｂ 55 名

120 名学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ５名※4

前期日程 60 名

保健医療学科リハビリテーション学専攻

理学療法学コース 

学校推薦型選抜Ａ   ４名※2

40 名
学校推薦型選抜Ｂ 12 名※2

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ４名※4

前期日程 20 名

保健医療学科リハビリテーション学専攻

作業療法学コース 

学校推薦型選抜Ａ   ４名※2

40 名
学校推薦型選抜Ｂ 12 名※2

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ４名※4

前期日程 20 名

薬学部 

薬学科 

（６年制） 

学校推薦型選抜Ａ ６名※3

115 名 

学校推薦型選抜Ｂ 13 名※3

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ２名※3

公立大学中期日程 44 名

私費外国人留学生 若干名

生命薬科学科 

（４年制） 

学校推薦型選抜Ａ ４名※3

学校推薦型選抜Ｂ ６名※3

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ２名※3

公立大学中期日程 38 名

私費外国人留学生 若干名

経済学部 
経済経営学科 

 

学校推薦型選抜Ａ 10 名

265 名 

学校推薦型選抜Ｂ 40 名

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ５名※4

前期日程 140 名

後期日程 70 名※5

私費外国人留学生 若干名

人文社会学部 

心理教育学科 

学校推薦型選抜Ａ ５名

225 名 

学校推薦型選抜Ｂ 20 名※2

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ５名※4

前期日程 42 名

後期日程 12 名

帰国生徒・外国学校出身者 若干名

私費外国人留学生 若干名

現代社会学科 

学校推薦型選抜Ａ 10 名

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） ３名※2

前期日程 49 名

後期日程 ８名

帰国生徒・外国学校出身者 若干名

私費外国人留学生 若干名

国際文化学科 

学校推薦型選抜Ａ ６名

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） ３名※2

前期日程 45 名

後期日程 12 名

帰国生徒・外国学校出身者 ２名※2

私費外国人留学生 ３名※2

芸術工学部 

情報環境デザイン学科 

学校推薦型選抜Ｂ ４名

103 名 

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） １名※4

学校推薦型選抜（連携指定校型） 若干名

前期日程 16 名

後期日程 10 名

帰国生徒・外国学校出身者 
若干名

私費外国人留学生 

 学校推薦型選抜Ｂ ４名

産業イノベーションデザイン学科 学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） １名※4

 学校推薦型選抜（連携指定校型） 若干名

２ 学部・学科・募集人員 
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 前期日程 16 名

 後期日程 10 名

 

 帰国生徒・外国学校出身者  若干名
 私費外国人留学生 

建築都市デザイン学科 

学校推薦型選抜Ｂ ４名

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） １名※4

学校推薦型選抜（連携指定校型） 若干名

前期日程 24 名

後期日程 12 名

帰国生徒・外国学校出身者 
若干名

私費外国人留学生 

総合生命理学部 総合生命理学科 

後期日程 40 名

43 名 
学校推薦型選抜（連携指定校型） １名※7

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） ２名※7

私費外国人留学生 若干名

データサイエンス学部 デ ー タ サ イ エ ン ス 学 科
前期日程 50 名

80 名学校推薦型選抜Ｂ 27 名※2

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型） ３名※4

合                    計 1,128 名 

※1 募集人員については、現在、関係機関と調整中。 

※2 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充する。ただし、医学部医学科の学校推薦型選抜において、

名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合は、中部圏活躍型で補充する。 

※3 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（中期日程）で補充する。ただし、名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に

満たなかった場合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで補充する。    

※4 合格者が募集人員に満たなかった場合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで補充する。        

※5 コース別の募集        

※6 保健師養成は 18名以内（各学年）の選択制である。 

※7 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（後期日程）で補充する。ただし、連携指定校型の合格者が募集人員に満たな

かった場合は、名古屋市高大接続型で補充する。 

 

 
 

(1) 出願資格 

 次の各号のいずれかに該当し、かつ、令和７年度大学入学共通テストで、本学が指定した教科・

科目を受験した者 

 

１ 高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。以下同じ。）を卒業した者及び令和７年３月卒業

見込みの者 

２ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び令和７年３月修了見込みの者 

３ 外国において学校教育における12年の課程を修了した者及び令和７年３月31日までに修了見

込みの者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの 

４ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者及び令和７年３月31日までに修了見込みの者 

５ 専修学校の高等課程（修業年限が3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降に修了し

た者及び令和７年３月31日までに修了見込みの者 

６ 文部科学大臣の指定した者 ※（昭和23年５月31日文部省告示第47号） 

７ 高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格

した者（廃止前の大学入学資格検定規程により文部科学大臣の行う大学入学資格検定に合格した

者を含む。）及び令和７年３月31日までに合格見込みの者で、令和7年３月31日までに18歳に達

３ 一般選抜 
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するもの 

８ その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で、令和７年３月31日までに18歳に達するもの 

   

  【注】上記出願資格８により出願する者は、個別の入学資格審査が必要となるので、下記の期限ま

でに申請すること。 

なお、申請の手続等の詳細については本学学生課入試係（TEL 052-853-8020）まで問い合わ

せること。 

      ア 大学入学共通テスト出願時に、本学を志願する者 

        令和６年８月30日（金） 

      イ 大学入学共通テスト出願の際、他大学の入学資格認定を受けた者で、その後本学に志

望変更する者 

        令和７年１月20日（月）～１月24日（金） 

※文部科学大臣の指定した者のうち、ジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・

アドバンスト・レベル資格を有する者として出願する場合は、当該資格に３科目以上合格してい

ることも必要である。 

 

(2) 出願期間  令和７年１月27日（月）～令和７年２月５日（水） 

 

(3) 個別学力検査等の実施期日 

 

     前期日程      令和７年２月25日（火） 医学部・経済学部・人文社会学部・芸術工学部 

・データサイエンス学部 

                     26日（水） 医学部（医学科・保健医療学科看護学専攻） 

 

       公立大学中期日程  令和７年３月８日（土） 薬学部 

 

     後期日程      令和７年３月12日（水） 経済学部・人文社会学部・芸術工学部・ 

総合生命理学部 

 

(4) 合格発表日 

 

       前期日程      令和７年３月６日（木） 

 

       公立大学中期日程        

                           令和７年３月21日（金） 

       後期日程 

 

(5) 大学入学共通テストの教科・科目等の利用方法 

       67～75ページの「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実施教科・科目等について」を参照

すること。 
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（6）大学入学共通テストと個別学力検査等の配点 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
程

国語 数学
外国語
※１

地理
歴史

公民 理科 情報 面接 小論文 実技 計 合計

125 125 125 100 50 ― ― ― 600

― 300 300 ― ― 400 ― 200 ― ― 1,200

① 200 200 200 200 50 ― ― ― 950

② 200 200 200 100 50 ― ― ― 950

― ― 200 ― ― ― ― 150 150 ― 500

200 200 200 100 50 ― ― ― 850

― 200 200 ― ― ― ― ― ― ― 400

100 100 100 100 25 ― ― ― 525

― 200 200 ― ― 200 ― ― ― ― 600

100 100 100 ― ― ― 400

― 200 200 ― ― ― ― ― ― ― 400

100 100 100 ― ― ― 400

― 400 400 ― ― ― ― ― ― ― 400

① 100 100 100 80 40 ― ― ― 500

② 100 100 100 ― 40 ― ― ― 500

200 ― 200 ― ― ― ― ― ― ― 400

① 100 100 100 80 40 ― ― ― 500

② 100 100 100 ― 40 ― ― ― 500

― ― ― ― ― ― ― ― 200 ― 200

① 100 100 100 100 ― ― ― ― 500

② 100 100 100 ― 100 ― ― ― 500

③ 100 100 100 ― ― ― ― ― 500

200 ― 200 ― ― ― ― ― ― ― 400

① 100 100 100 100 ― ― ― ― 500

② 100 100 100 ― 100 ― ― ― 500

③ 100 100 100 ― ― ― ― ― 500

― ― ― ― ― ― ― ― 200 ― 200

① 100 100 100 100 50 ― ― ― 550

② 100 100 100 ― 50 ― ― ― 550

250 ― 250 ― ― ― ― ― ― ― 500

① 100 100 100 100 50 ― ― ― 550

② 100 100 100 ― 50 ― ― ― 550

― ― ― ― ― ― ― ― 250 ― 250

100 200 200 100 50 ― ― ― 750

― 200 200 ― ― ― ― ― 100 100 500

200 200 200 ― 50 ― ― ― 650

― ― ― ― ― ― ― ― ― 400 400

200 200 200 100 50 ― ― ― 850

― 100 100 ― ― ― ― ― ― 100 300

200 200 200 ― 50 ― ― ― 650

― ― ― ― ― ― ― ― ― 600 600

100 100 100 100 50 ― ― ― 500

― 200 200 ― ― ― ― ― ― ― 400

100 100 100 50 25 ― ― ― 425

― ― ― ― ― ― ― ― 200 200 200

100 100 150 100 50 ― ― ― 550

― 200 ― ― ― 200 ― ― 100 ― 500

200 200 200 100 50 ― ― ― 850

― 400 200 ― ― ― ― ― ― ― 600

人
文
社
会
学
部

80

100

100

100

100

100

100

個別学力検査等

後
　
期

大学入学共

通テスト

※４ 800200

個別学力検査等

100大学入学共通テスト

個別学力検査等
1,250

前
　
期

医
学
科

保
健
医
療
学
科

看
護
学
専
攻

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

学
専
攻

前
　
期

前
　
期

大学入学共通テスト

900

700

現
代
社
会
学
科

国
際
文
化
学
科

デ
ー

タ

サ

イ

エ

ン

ス

　

　

　

学

部

前
 
期

大学入学共通テスト 100
1,450

個別学力検査等

総
合
生
命

理
学
部

50後
　
期

大学入学共通テスト

1,050
個別学力検査等

大学入学共通テスト

個別学力検査等

1,050

学部
学科

試験区分

薬
学
部

中
　
期

大学入学共通テスト

心
理
教
育
学
科

100

経
　
済
　
学
　
部

前
　
期

大学入学共通テスト

後
　
期

個別学力検査等

大学入学共通テスト

100

100

医
学
部

前
　
期

1,150

700

大学入学共通テスト

1,050
―

100

80

100

※３

個別学力検査等

前
　
期

後
　
期

前
　
期

大学入学共

通テスト

※４

大学入学共

通テスト

※４
200

個別学力検査等

大学入学共

通テスト

※４
200

個別学力検査等

200

50

個別学力検査等

50
900

個別学力検査等

1,800
個別学力検査等

1,125
個別学力検査等

800

75

1,250

800
個別学力検査等

※２

大学入学共

通テスト

※４ 900160

1,450200

個別学力検査等

1,250
個別学力検査等

個別学力検査等

※３

大学入学共

通テスト

※４

100
前
　
期

625

芸
　
術
　
工
　
学
　
部

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科

情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン

デ
ザ
イ

ン
学
科

後
　
期

160

後
　
期

―

前
　
期

前
　
期

大学入学共通テスト

後
　
期

大学入学共通テスト後
　
期 個別学力検査等

大学入学共

通テスト

※４

個別学力検査等

大学入学共通テスト

大学入学共通テスト
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※１ すべての学部において、大学入学共通テストの「外国語」の英語はリスニングの成績を含む。 

   配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニング

を免除されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

※２ コース選択となっているので、69 ページ「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実施教科・科目等について」

の経済学部欄を参照のこと。 

※３ 芸術工学部情報環境デザイン学科および建築都市デザイン学科の小論文又は実技の受験科目については、いずれか

一方を出願時に選択する。 

※４ 医学部保健医療学科看護学専攻・人文社会学部の大学入学共通テスト科目については、①又は②のいずれか（人文

社会学部現代社会学科は①又は②又は③のいずれか）で判定を行う。 
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(7) 入学者の選抜方法 

大学入学共通テストの成績を以下のように定義する。 

「大学入学共通テストの成績」 

→ 本学が指定する教科・科目における、10ページの(6)のとおり定める傾斜配点による大学入学共通テストの得点 

医学部・医学科 入学者の選抜は、前期日程で行う。２段階選抜を行う。 

第１段階  大学入学共通テストの成績で判定し、大学入学共通テストの成績が総配点600点中の概ね74％以上(注)の者

を対象とし、募集人員の約３倍の合格者を決定する。 

     (注)大学入学共通テストの得点平均が、令和６年度大学入学共通テストの得点平均と同程度の場合である。第

１段階選抜の基準については、令和７年１月23日頃に本学ウェブサイトで公表する。 

第２段階  個別学力検査及び面接を課し、試験科目毎に設定した最低合格ラインをすべて満たした者の中から、その結

果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格者を決定する。 

      なお、個別学力検査の成績の如何にかかわらず、面接試験においてアドミッション・ポリシーに記載されて

いる医師・医学研究者としての適性・人間性を満たさなければならない。 

医学部・保健医療学科看護学専攻 入学者の選抜は、前期日程で行う。２段階選抜は行わない。 

個別学力検査及び小論文・面接を課し、その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合

格者を決定する。 

医学部・保健医療学科リハビリテーション学専攻  入学者の選抜は、前期日程で行う。２段階選抜は行わない。

個別学力検査を課し、その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格者を決定する。 

薬学部 入学者の選抜は、公立大学中期日程で行う。２段階選抜は行わない。 

個別学力検査を課し、その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格者を決定する。 

経済学部 入学者の選抜は、前期日程と後期日程に分けて行う。２段階選抜は行わない。 

前期日程では、個別学力検査を課し、その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格

者を決定する。 

後期日程では、Ｅコース（英語選択）とＭコース（数学選択）に分けてそれぞれ別個に個別学力検査を課し、その結果

及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格者を決定する。ただし、個別学力検査受験者のう

ち、大学入学共通テストの成績が上位20位以内となる者は、個別学力検査の結果にかかわらず、大学入学共通テストの成

績及び調査書を総合的に判定して、最終合格者とする。 

人文社会学部 入学者の選抜は、前期日程と後期日程に分けて行う。２段階選抜は行わない。 

前期日程では、個別学力検査を課し、その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格

者を決定する。 

後期日程では、小論文を課し、その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格者を決

定する。 

芸術工学部 入学者の選抜は、前期日程と後期日程に分けて行う。２段階選抜は行わない。 

前期日程では、情報環境デザイン学科においては個別学力検査及び実技検査又は小論文のいずれかを課し、産業イノベ

ーションデザイン学科においては個別学力検査及び実技検査を、建築都市デザイン学科においては個別学力検査を課し、

その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格者を決定する。 

後期日程では、情報環境デザイン学科及び産業イノベーションデザイン学科においては実技検査を、建築都市デザイン

学科においては実技検査又は小論文のいずれかを課し、その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定

して、最終合格者を決定する。 

総合生命理学部 入学者の選抜は、後期日程で行う。２段階選抜は行わない。 

個別学力検査及び小論文を課し、その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格者を決

定する。 
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データサイエンス学部 入学者の選抜は、前期日程で行う。２段階選抜は行わない。 

個別学力検査を課し、その結果及び大学入学共通テストの成績・調査書を総合的に判定して、最終合格者を決定する。 

 

 

 

(1) 医学部において、学校推薦型選抜を行う。 

令和７年度医学部医学科地域枠学校推薦型選抜 

実 施 学 部 医学部・医学科 

募 集 人 員 ７名（現在、関係機関と調整中） 

選抜期日・方法 

(1) 第１段階選抜 

  大学入学共通テストの成績が総配点 1,100 点中の概ね 77％(注)以上の者を

対象とし、募集人員の約４倍の合格者を決定する。 

(注) 大学入学共通テストの得点平均が、令和６年度大学入学共通テストの得点平均と同程

度の場合である。第１段階選抜の基準については、令和７年１月23日頃に本学ウェブ

サイトで公表する。 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 
地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情報 計 

大学入学 

共通テスト
200 250 200 100 250 100 1,100 

※ 「数学」及び「理科」は 250 点満点、「外国語」は200 点満点とする。 
なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リ

スニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを

免除されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

※ 「地理歴史・公民」を２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。

(2) 第２段階選抜 

第１段階選抜合格者に対して、面接試験を実施する。 

大学入学共通テストの成績、推薦書（本学所定）、調査書、志願理由書及

び面接試験の成績による審査の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

面接試験期日  令和７年２月９日（日） 

出 願 期 間 令和７年１月６日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

愛知県内の高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）を令和５年３月以

降に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者、又は、愛知県外の高等学校（中

等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有す

るものとして認定した在外教育施設を含む。）を令和５年３月以降に卒業若し

くは令和７年３月に卒業見込み、かつ、出願時に愛知県内に保護者＊1が引き続

き３年以上居住している者で、次の各号のすべての要件を備え、学校長が責任

をもって推薦するもの ＊2 

(1) 医学・医療への使命感と倫理観、社会や文化に関する幅広い知識と向学心

をもち、人間性豊かな温かさとリーダーシップを発揮し、地域社会に貢献す

る意欲をもった学生 

(2) 令和７年度大学入学共通テストにおいて、本学が指定する６教科８科目を

受験する者 

４ 学校推薦型選抜 
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教  科 科    目 

国語  国語 

数学 
 数Ⅰ，数Ａ 

 数Ⅱ，数Ｂ，数学Ｃ 

理科 物理、化学の２科目 

地理歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、「地

理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」（この中

から２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公共，政治・経済

」から１科目選択 ＊3 

公民 

外国語  英語 ＊4 

情報 情報Ⅰ 

(3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

(4) 愛知県が設定する修学資金を受給し、本学卒業後、一定期間愛知県の地域

医療に従事することを確約する者 ＊5 ＊6 

＊1 保護者とは、親権を行う者又は未成年後見人若しくはこれに準ずる者と

して名古屋市立大学長が認める者をいう。 

＊2 推薦は１つの高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高

等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を

含む。）につき、３名を限度とする。ただし、男子部及び女子部などの実

質的別組織である高等学校においては、各組織から３名を限度とする。 

＊3 ２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

＊4 英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リスニング20％

とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除さ

れている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

＊5 この学校推薦型選抜は、平成 19 年８月文部科学省等の関係省庁連絡会議

でとりまとめられた緊急医師確保対策に基づくものであり、入学者全員に

対し愛知県が設定する修学資金貸付制度が用意されている。 

また、本学校推薦型選抜による入学者は、本修学資金を受給し愛知県の

地域医療に積極的に貢献されることが期待される。 

なお、本学卒業後、本学が推薦する卒後臨床研修プログラムによる２年

間の卒後研修を含め、愛知県が指定する公的な医療機関における９年間以

上の研修又は勤務をする義務を果たすことにより、本修学資金の返還が免

除される。 

 

 

 

指定医療機関：愛知県内の医師の確保が困難な地域に所在する公的医療機

関のうち知事が指定する医療機関 

＊6 卒業後に愛知県が地域枠医師に赴任を望む診療科は以下のとおりであ

る。 

・内科系（内科、総合内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、神経内科）

・外科系（外科、消化器外科、整形外科）   ・救急科 

・麻酔科   ・小児科      ・産婦人科   ・総合診療科 

県内で
臨床研修
【2年間】

県内で
専門医（後期）研修

（3年間）
【2年間参入】

指定医療機関に勤務
【5年間】

修学資金貸与期間
6年間

大学1年生　　　　　大学6年生
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合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推薦

型選抜に出願できない。 
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令和７年度医学部医学科学校推薦型選抜（中部圏活躍型・名古屋市高大接続型） 

実 施 学 部 医学部・医学科 

募 集 人 員 30名（中部圏活躍型 27名、名古屋市高大接続型 ３名） ＊１ 

 選抜期日・方法 

(1) 第１段階選抜 

  大学入学共通テストの成績が総配点 675 点の概ね 79％(注)以上の者を対象

とし、中部圏活躍型では募集人員の約２倍の合格者を決定し、名古屋市高大

接続型では４名の合格者を決定する。 

(注) 大学入学共通テストの得点平均が、令和６年度大学入学共通テストの得点平均と同程

度の場合である。第１段階選抜の基準については、令和７年１月 23日頃に本学ウェブ

サイトで公表する。 

教科等

試験 
国 語 数 学 外国語 

地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情報 計 

大学入学 

共通テスト
125 150 125 75 150 50 675 

※ 「数学」及び「理科」は 150 点満点、「国語」及び「外国語」は 125 点満点、「情

報」は 50 点満点とする。 
なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リス

ニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除

されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

※ 「地理歴史・公民」は 75点満点とする。なお、「地理歴史・公民」を２科目受験し

た場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

(2) 第２段階選抜 

第１段階選抜合格者に対して、総合面接試験（各教科の知識を問う課題論

述及び口述を含む。）を実施する。 

大学入学共通テストの成績、推薦書（本学所定）、調査書、志願理由書及

び面接試験の成績による審査の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

面接試験期日  令和７年２月９日（日） 

出 願 期 間 令和７年１月６日（月）～令和７年１月24日（金） 

 
中部圏活躍型 

中部圏内＊2の高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。以下同じ。）を

令和６年３月に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、次の(1-1)及び(2)

から(4)の要件を備え、学校長が責任をもって推薦するもの ＊3 

また中部圏外の高等学校を令和６年３月に卒業又は令和７年３月に卒業見

込みの者であっても、本学卒業後６年間は中部圏内に居住する意思があること

を確認書により本学が認めた者で、次の(1-1)及び(2)から(4)のすべての要件

を備え、学校長が責任をもって推薦するもの ＊3 

 

名古屋市高大接続型 

 名古屋市立高等学校を令和６年３月に卒業又は令和７年３月に卒業見込み

の者で、次の(1-2)及び(2)から(4)のすべての要件を備え、学校長が責任をも

って推薦するもの ＊4 

(1-1) 中部圏活躍型  

医学・医療への使命感と倫理観、創造性豊かな探究心と幅広い知識・向学

心をもち、リーダーシップを発揮し指導的な立場で活躍し、国際的な舞台で

医学・医療の発展に貢献できる者 

出 願 資 格 
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(1-2) 名古屋市高大接続型 

医学・医療への使命感と倫理観、幅広い知識・向学心をもち、リーダーシ

ップを発揮し指導的な立場で活躍し、名古屋都市圏における患者中心の医療

ができる国際的視野をもった意欲のある者 

(2) 令和７年度大学入学共通テストにおいて、本学が指定する６教科８科目を

受験する者  

教  科 科    目 

国語  国語 

数学 
 数Ⅰ，数Ａ 

 数Ⅱ，数Ｂ，数学Ｃ 

理科  物理、化学の２科目 

地理歴史  「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、「

地理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」（この

中から２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公共，政治・経

済」から１科目選択 ＊5  

公民 

外国語  英語 ＊6 

情報  情報Ⅰ 

(3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

(4) ２年間の初期臨床研修を行った後、卒業６年後までに必ず名古屋市立大学

又は名古屋市立大学病院に所属し、医学研究および臨床の場で中心となって

本学をリードしていくことを確約できる者 ＊7 ＊8 

 

＊1 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充す

る。ただし、名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合は、

中部圏活躍型で補充する。また名古屋市高大接続型で不合格となった場合で

も、中部圏活躍型の合格基準を満たしている場合は中部圏活躍型で合格とな

る。 

＊2 中部圏とは「愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、長野県、福井県、石川県、

富山県、滋賀県」をいう。 

＊3 中部圏活躍型は１つの高等学校につき、３名を限度とする。ただし、男子

部及び女子部などの実質的別組織である高等学校においては、各組織から

３名を限度とする。 

＊4 名古屋市高大接続型は１つの高等学校につき、２名を限度とする。 

＊5 ２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

＊6 英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％

とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除さ

れている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

＊7 入学後は本学の研究力養成コースを履修しなければならない。 

＊8  研究力養成コースでは、医学・医療の急速な進歩と社会情勢の変化に対応で

きる若手医学研究者を養成することを目的としている。当該学生は１年次に

基礎医学分野及び臨床医学分野それぞれ１講座に配属され、早期より医学研

究に触れる機会が与えられる。本コースの修了は卒業要件としない。  
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合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水）   

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推薦

型選抜に出願できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 19 - 

 

令和７年度医学部保健医療学科（看護学専攻）学校推薦型選抜Ｂ 

（名古屋市高大接続型含む） 

実 施 学 部 医学部・保健医療学科（看護学専攻） 

募 集 人 員 60名（うち名古屋市高大接続型 ５名）＊1 

選抜期日・方法 

出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して入学

者の選抜を行う。個別学力検査は課さない。 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 
地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情 報 計 

大学入学 
共通テスト 

① 200 200 200 100 200 50 950

② 200 200 200 200 100 50 950

※ 「外国語」は200 点満点とし、「数学」、「地理歴史、公民」及び「理科」は各科目

100 点満点、「情報」は 50 点満点とする。 
なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニ

ング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除され

ている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 
※ ①及び②については、次ページ＊8に従い、最も合計得点の高い科目を採用した場合

において該当するいずれかの配点表になる。 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）を令

和２年３月以降に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、本学医学部保健

医療学科看護学専攻への入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの

※名古屋市高大接続型は、名古屋市立高等学校を令和２年３月以降に卒業又は令

和７年３月に卒業見込みの者で、本学医学部保健医療学科看護学専攻への入学

を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

 

（1）以下の医学部保健医療学科看護学専攻アドミッション・ポリシーに合致

する人物として、学校長が責任をもって推薦する者 ＊2 

ア 看護学に興味があり、将来、看護に関する仕事を通して社会に貢献した

いと考える人 

イ 目標に向かって新しいことを意欲的に学ぶ姿勢をもっている人 

ウ 人に対する温かい態度と物事を客観的に捉え判断することのできる冷

静さを併せ持っている人 

エ 人とのかかわりをいとわず、様々な背景をもつ多様な文化を尊重し、他

者への思いやりをもっている人 

オ 理系および文系科目を幅広く履修し、多様な側面をもつ看護学を修得す

るための十分な基礎学力を身につけている人 

（2）令和７年度大学入学共通テストで以下の６教科８科目又は７教科８科目
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を受験する者 ＊3 

教 科 科    目 

国語 国語 

数学 
数Ⅰ，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数学Ｃ 

地理歴史  「歴史総合，世界史探究」、

「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「地

理総合／歴史総合／公共」（こ

の中から２出題範囲選択）、

「公共，倫理」、「公共，政

治・経済」から選択 ＊4＊5 

以下のア、イのいずれか１

つ選択 ＊6＊7＊8 

ア「 の第 1 解答科目、 

から２科目」 

イ「 から２科目、 の第

１解答科目」 

 

公民 

理科 

 「物理基礎／化学基礎／生

物基礎／地学基礎」（この中

から２出題範囲選択）、物理、

化学、生物、地学から選択 

外国語 英語 ＊9 

情報 情報Ⅰ 

（3）合格した場合は、必ず入学することを確約する者 

＊1 名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合は、通常の学

校推薦型選抜Ｂで補充する。また、名古屋市高大接続型で不合格となった

場合でも、通常の学校推薦型選抜Ｂの合格基準を満たしている場合は通常

の学校推薦型選抜Ｂで合格となる。なお、名古屋市立高校の出身者は、出

願書類の提出後、自動的に高大接続型の志願者として取り扱われる。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

＊3 67ページ「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実施教科・科目等につ

いて」の医学部保健医療学科看護学専攻欄で指定する一般選抜の教科・科

目と共通である(一般選抜との併願可)。  

＊4  において、「地理総合／歴史総合／公共」を選択する場合、同一名称を

含む科目の組合せで選択することはできない。 

＊5  において、「公共，倫理」と「公共，政治・経済」の組合せで選択する

ことはできない。 

＊6  において、同一名称を含む科目の組合せを本学では認めない。よって、

 において同一名称を含む科目の組合せで解答した場合は、アを選択する

ことができないため、イを合否判定に用いる。科目選択には十分注意する

こと。 

＊7  と において１科目のみ受験した場合の当該科目についても、ここでい

う第１解答科目に含める。 

＊8 ア、イのうち、合計得点の高い組み合わせを合否判定に用いる。 

 ＊9 外国語の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リスニ

ング20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニング
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を免除されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推薦

型選抜に出願できない。 

※ 保健師養成は 18 名以内（各学年）の選択制である。 
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令和７年度医学部保健医療学科（リハビリテーション学専攻）学校推薦型選抜Ａ 

実 施 学 部 医学部・保健医療学科（リハビリテーション学専攻理学療法学コース） 

募 集 人 員 ４名 *1 

選抜期日・方法 

 出願書類により、学業成績及び志望コースに対する意欲・適性等をみて、

第１段階選抜を実施する。 

第１段階選抜合格者に対して、小論文及び面接試験を実施する。 

調査書、推薦書（本学所定）、志願理由書、その他出願書類及び小論文並

びに面接試験の成績による審査の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

小論文及び面接試験期日 令和６年11月23日（土） 

出 願 期 間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と

同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ）を

令和７年３月に卒業見込みの者で、本コースへの入学を強く希望し、次の各

号のすべてに該当するもの 

(1) 理学療法士を目指す強い意志があり、学業成績、人物ともに優秀で、

学校長が責任をもって推薦する者 *2 

(2) 調査書の全体の学習成績の状況が3.8以上である者 

  (3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊1 合格者が募集定員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補

充する。 

＊2 推薦は１つの高等学校につき、２名を限度とする。ただし、男子部及

び女子部などの実質的別組織である高等学校においては、各組織から２

名を限度とする。 

合 格 発 表 日 令和６年12月３日（火）  

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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実 施 学 部 医学部保健医療学科（リハビリテーション学専攻作業療法学コース） 

募 集 人 員 ４名 *1 

選抜期日・方法 

  出願書類により、学業成績及び志望コースに対する意欲・適性等をみて、

第１段階選抜を実施する。 

第１段階選抜合格者に対して、小論文及び面接試験を実施する。 

調査書、推薦書（本学所定）、志願理由書、その他出願書類及び小論文並

びに面接試験の成績による審査の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

小論文及び面接試験期日 令和６年11月23日（土） 

出 願 期 間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と

同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ）を

令和７年３月に卒業見込みの者で、本コースへの入学を強く希望し、次の各

号のすべてに該当するもの 

(1) 作業療法士を目指す強い意志があり、学業成績、人物ともに優秀で、

学校長が責任をもって推薦する者 *2 

(2) 調査書の全体の学習成績の状況が3.8以上である者 

  (3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊1 合格者が募集定員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補

充する。 

＊2 推薦は１つの高等学校につき、２名を限度とする。ただし、男子部及

び女子部などの実質的別組織である高等学校においては、各組織から

２名を限度とする。 

合 格 発 表 日 令和６年12月３日（火）  

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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令和７年度医学部保健医療学科（リハビリテーション学専攻）学校推薦型選抜Ｂ 

（名古屋市高大接続型含む） 

実 施 学 部 医学部・保健医療学科（リハビリテーション学専攻理学療法学コース） 

募 集 人 員 16名（うち名古屋市高大接続型 ４名）＊1 

選抜期日・方法 

(1) 第１段階選抜 

出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して、

募集人員の約２倍の合格者を決定する。 

 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 
地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情報 計 

大学入学 

共通テスト
200 200 200 100 100 50 850 

 

※「数学」及び「外国語」は 200 点満点、「情報」は 50 点満点とする。 

※「数学」は「数Ⅰ，数 A」、「数Ⅱ，数 B，数 C」とする。 

※「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％ 
リスニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニング

を免除されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

(2) 第２段階選抜 

第１段階選抜合格者に対して、面接試験を実施する。 

出願書類、大学入学共通テストの成績および面接試験の成績による審査

の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

 

面接試験期日 令和７年２月９日（日） 

 

出 願 期 間 令和７年１月６日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程および文部科学大臣が高等学校の課程

と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ）

を令和７年３月に卒業見込みの者で、本コースへの入学を強く希望し、次の

各号のすべてに該当するもの 

(1) 理学療法士を目指す強い意志があり、学業成績、人物ともに優秀で、学

校長が責任をもって推薦する者 *2 

(2) 令和７年度大学入学共通テスト以下の６教科７科目を受験する者 

教科 科目 

国語 国語 

数学 数 I，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 
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外国語 英語 

地理・歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」（こ

の中から２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公共，

政治・経済」から１科目選択※ 

公民 

理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」（地学基礎

を除く３つの出題範囲から２出題範囲選択）、物理、化

学、生物から１科目選択※ 

情報 情報Ⅰ 

※２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

(3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊1 合格者が募集定員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充

する。ただし、名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった

場合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで補充する。また名古屋市高大接続型

で不合格となった場合でも、通常の学校推薦型選抜Ｂの合格基準を満た

している場合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで合格となる。なお、名古屋

市立高校の出身者は出願書類の提出後、自動的に高大接続型の志願者と

して取り扱われる。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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実 施 学 部 医学部・保健医療学科（リハビリテーション学専攻作業療法学コース） 

募 集 人 員 16名（うち名古屋市高大接続型 ４名）＊1 

選抜期日・方法 

(1) 第１段階選抜 

出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して、

募集人員の約２倍の合格者を決定する。 

 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 
地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情報 計 

大学入学 

共通テスト
200 200 200 100 100 50 850 

 

※「数学」及び「外国語」は 200 点満点、「情報」は 50 点満点とする。 

※「数学」は「数Ⅰ，数 A」、「数Ⅱ，数 B，数 C」とする。 

※「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、 
リスニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニング

を免除されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

(2) 第２段階選抜 

第１段階選抜合格者に対して、面接試験を実施する。 

出願書類、大学入学共通テストの成績および面接試験の成績による審査

の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

 

面接試験期日 令和７年２月９日（日） 

 

出 願 期 間 令和７年１月６日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程および文部科学大臣が高等学校の課程

と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ）

を令和７年３月に卒業見込みの者で、本コースへの入学を強く希望し、次の

各号のすべてに該当するもの 

(1) 作業療法士を目指す強い意志があり、学業成績、人物ともに優秀で、学

校長が責任をもって推薦する者 *2 

(2) 令和７年度大学入学共通テストで以下の６教科７科目を受験する者 

教科 科目 

国語 国語 

数学 数 I，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

外国語 英語 
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地理・歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」（こ

の中から２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公共，

政治・経済」から１科目選択※ 

公民 

理科 「物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎」（地学基礎

を除く３つの出題範囲から２出題範囲選択）、物理、化

学、生物から１科目選択※ 

情報 情報Ⅰ 

※２科目受験した場合は、第1解答科目を合否判定に用いる。 

(3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊1 合格者が募集定員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充

する。ただし、名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった

場合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで補充する。また名古屋市高大接続型

で不合格となった場合でも、通常の学校推薦型選抜Bの合格基準を満たし

ている場合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで合格となる。なお、名古屋市

立高校の出身者は出願書類の提出後、自動的に高大接続型の志願者とし

て取り扱われる。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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 (2)  薬学部において、学校推薦型選抜を行う。 

令和７年度薬学部学校推薦型選抜Ａ 

実 施 学 部 薬   学   部 

募 集 人 員 
          薬学科 ６名    ・     生命薬科学科 ４名 ＊1 

       （６年制）             （４年制） 

選抜期日・方法 

 出願書類により、学業成績及び志望学科に対する意欲・適性等をみて、第１

段階選抜を実施する。 

  第１段階選抜合格者に対して、小論文（化学に関する設問を含む。）及び面

接試験を実施する。 

 調査書、推薦書(本学所定)、志願理由書、小論文及び面接試験の成績による

審査の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

小論文及び面接試験期日  令和６年11月23日（土） 

出 願 期 間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）を令

和５年３月以降に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、本学薬学部への

入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

(1) 調査書の全体の学習成績の状況が4.0以上であり、将来、生命科学と医療

科学を基礎として医療を支える重要な学問分野である薬学の研究・発展及び

薬剤師職能の発展に対して貢献が期待できる能力及び適性等を有する人物

として、当該高等学校長が責任をもって推薦する者 ＊2 

(2) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊1 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（中期日程）で補充

する。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

合 格 発 表 日 令和６年12月３日（火） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推

薦型選抜に出願できない。 
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令和７年度薬学部学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型含む） 

実 施 学 部 薬   学   部 

募 集 人 員 
薬学科(６年制)     15名(うち名古屋市高大接続型 ２名)  ＊1 

生命薬科学科(４年制)  ８名(うち名古屋市高大接続型 ２名)  ＊1 

選抜期日・方法 

(1) 第１段階選抜 

出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して、募

集人員の約２倍の合格者を決定する。 
教科等

 
試験 

国 語 数 学 外国語 
地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情報 計 

大学入学 
共通テスト

100 200 200 100 200 50 850 

※ 「国語」は 100 点満点、「外国語」は 200 点満点とし、「数学」及び「理科」は

各科目 100 点満点、「情報」は 50 点満点とする。 
なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リ

スニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを

免除されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

※ 「地理歴史・公民」を２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。

(2) 第２段階選抜 

  第１段階選抜合格者に対して、面接試験を実施する。 

大学入学共通テストの成績 850 点、その他（推薦書（本学所定）、志願理

由書、調査書及び面接試験）の成績 80点による審査の結果を総合して入学者

の選抜を行う。 

面接試験期日  令和７年２月９日（日） 

出 願 期 間 令和７年１月６日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）を令

和５年３月以降に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、本学薬学部への

入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの。 

※名古屋市高大接続型は、名古屋市立高等学校を令和５年３月以降に卒業又は

令和７年３月に卒業見込みの者で、本学薬学部への入学を強く希望し、次の

各号のすべてに該当するもの。 

 (1) 調査書の全体の学習成績の状況が4.0以上であり、将来、生命科学と医

療科学を基礎として医療を支える重要な学問分野である薬学の研究・発展

及び薬剤師職能の発展に対して貢献が期待できる能力及び適性等を有す

る人物として、学校長が責任をもって推薦する者 ＊2 

  (2) 令和７年度大学入学共通テストの６教科８科目を受験する者 ＊3  

教科 科目 

国語 国語 

数学 数 I，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

理科 物理、化学、生物、地学から２科目選択 
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地理・歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」

（この中から２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公

共，政治・経済」から１科目選択 ＊4 

公民 

外国語 英、独、仏、中、韓から１科目選択  ＊5 

情報 情報Ⅰ 
 

  (3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊1 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（中期日程）で補充

する。ただし、名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場

合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで補充する。また、名古屋市高大接続型で

不合格となった場合でも、通常の学校推薦型選抜Ｂの合格基準を満たして

いる場合は通常の学校推薦型選抜Ｂで合格となる。なお、名古屋市立高校

の出身者は、出願書類の提出後、自動的に高大接続型の志願者として取り

扱われる。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

＊3 68ページ「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実施教科・科目等に

ついて」の薬学部欄で指定する一般選抜の教科・科目と共通である(一般

選抜との併願可)。 

＊4 ２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

＊5 外国語の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リス

ニング20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニン

グを免除されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出す

る。 

合 格 発 表 日  令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推

薦型選抜に出願できない。 
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(3) 経済学部において、学校推薦型選抜を行う。 

令和７年度経済学部学校推薦型選抜Ａ 

実 施 学 部 経   済   学   部 

募 集 人 員 10名 

選抜期日・方法 

 出願書類により、学業成績及び本学部への進学に対する意欲・適性等をみ

て、第１段階選抜を実施する。 

  第１段階選抜合格者に対して、小論文及び面接試験を実施する。 

 調査書、推薦書（本学所定）、志願理由書、その他の出願書類、小論文及

び面接試験の成績による審査の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

小論文及び面接試験期日   令和６年11月23日（土） 

出 願 期 間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と

同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）

の普通科以外の学科を令和７年３月に卒業見込みの者で、本学経済学部への

入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

(1) 学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊ 

(2) 調査書の全体の学習成績の状況が4.0以上である者 

(3) 次の資格のうち一つ以上を取得している、又は、調査書の会計若しく

は情報科目の評定を平均した値が4.5以上の者 

      ア 日商簿記２級以上 

      イ 全商簿記１級 

      ウ 基本情報技術者以上 

      エ 全商情報処理１級（ビジネス情報部門とプログラミング部門の両

方取得） 

(4) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊ 推薦は１つの高等学校につき、３名を限度とする。ただし、男子部及び

女子部などの実質的別組織である高等学校においては、各組織から３名

を限度とする。 

合 格 発 表 日 令和６年12月３日（火）  

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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令和７年度経済学部学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型含む） 

実 施 学 部 経  済   学   部 

募 集 人 員 45名（うち名古屋市高大接続型 ５名）＊1 

選抜期日・方法 

出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して入学

者の選抜を行う。個別学力検査は課さない。 

教科等
 
試験 

数 学 外国語 計 

大学入学 
共通テスト

200 200 400 

※「数学」は各科目 100 点満点とし、「外国語」は 200 点満点とする。 
なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、 

リスニング 20％とする。 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と

同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）

を令和６年３月に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、本学経済学部

への入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

※名古屋市高大接続型は、名古屋市立高等学校を令和６年３月に卒業又は令和

７年３月に卒業見込みの者で、本学経済学部への入学を強く希望し、次の各

号のすべてに該当するもの。 

(1) 学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊2 

(2) 令和７年度大学入学共通テストで以下の２教科３科目を受験する者＊4 

教科 科目 

数学 数 I，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

外国語 英、独、仏、中、韓から１科目選択＊3 

＊1 名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合は、通常の

学校推薦型選抜Ｂで補充する。また、名古屋市高大接続型で不合格とな

った場合でも、通常の学校推薦型選抜Ｂの合格基準を満たしている場合

は通常の学校推薦型選抜Ｂで合格となる。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

＊3 外国語の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リス

ニング20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニン

グを免除されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出す

る。 
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＊4 一般選抜にも出願する者は「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実

施教科・科目等について」の69ページ経済学部欄で指定する他の教科も受

験しなければならない。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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 (4) 人文社会学部において、学校推薦型選抜を行う。 

令和７年度人文社会学部学校推薦型選抜Ａ 

実施学部・学科 人文社会学部・心理教育学科 

募 集 人 員 ５名  

選抜期日・方法 

出願書類により、学業成績及び志望学科に対する意欲・適性等をみて、第

１段階選抜を実施する。 

第１段階選抜合格者に対して、小論文及び面接試験（歌唱の実技試験を含

む。）を実施する。 

調査書、推薦書(本学所定)、志願理由書、その他出願書類及び小論文並び

に面接試験（歌唱の実技試験を含む。）の成績による審査の結果を総合して

入学者の選抜を行う。 

小論文及び面接試験期日   令和６年11月23日（土） 

出 願 期 間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と

同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）

を令和７年３月に卒業見込みの者で、本学人文社会学部心理教育学科への入学

を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

(1) 保育士資格・幼稚園教諭免許取得に必要な単位を修得し、保育職を目指

す強い意志があり、学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって

推薦する者＊1＊2 

(2) 調査書の全体の学習成績の状況が 4.0 以上である者 

(3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊1 推薦は１つの高等学校につき、２名を限度とする。ただし、男子部及び

女子部などの実質的別組織である高等学校においては、各組織から２名

を限度とする。 

＊2 保育士資格・幼稚園教諭一種免許状と公認心理師受験資格の同時取得

は、両者の取得に必要な履修科目が大きく異なり、数多くの演習・実

習が課せられるため、４年間ではできない。 

合 格 発 表 日 令和６年12月３日（火） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推

薦型選抜に出願できない。 
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実施学部・学科 人文社会学部・現代社会学科 

募 集 人 員 10名 

選抜期日・方法 

 出願書類により、学業成績及び志望学科に対する意欲・適性等をみて、第

１段階選抜を実施する。 

  第１段階選抜合格者に対して、小論文及び面接試験（プレゼンテーション

を含む。）を実施する。 

 調査書、推薦書(本学所定)、志願理由書、その他出願書類及び小論文並び

に面接試験（プレゼンテーションを含む。）の成績による審査の結果を総合

して入学者の選抜を行う。 

小論文及び面接試験期日   令和６年11月23日（土） 

出 願 期 間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

出 願 資 格 

高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と

同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）

を令和７年３月に卒業見込みの者で、本学人文社会学部現代社会学科への入

学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

（1）学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊ 

（2）「ユネスコスクール等での集団的な活動、特にSDGｓなどの社会課題解

決のための活動」や「社会に関する自主的な調査研究による成果」があり、

「調査書の全体の学習成績の状況が3.8 以上」及び「調査書の社会科(地

歴、公民) の評定を平均した値が3.8 以上」の者 

なお、「ユネスコスクール等での集団的な活動、特にSDGｓなどの社会

課題解決のための活動」や「社会に関する自主的な調査研究による成果」

がない場合、「調査書の全体の学習成績の状況が3.8 以上」及び「調査

書の地理歴史、公民の評定を平均した値が4.3 以上」の者 

（3）合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊ 推薦は１つの高等学校につき、２名を限度とする。ただし、男子部及

び女子部などの実質的別組織である高等学校においては、各組織から

２名を限度とする。 

合 格 発 表 日 令和６年12月３日（火） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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実施学部・学科 人文社会学部・国際文化学科 

募 集 人 員 ６名 

選抜期日・方法 

出願書類により、学業成績及び志望学科に対する意欲・適性等をみて、第

１段階選抜を実施する。 

第１段階選抜合格者に対して、小論文及び面接試験を実施する。 

調査書、推薦書(本学所定)、志願理由書、小論文及び面接試験の成績によ

る審査の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

小論文及び面接試験期日   令和６年11月23日（土） 

出 願 期 間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と

同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）

を令和７年３月に卒業見込みの者で、本学人文社会学部国際文化学科への入

学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

（1）学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊ 

（2）調査書の全体の学習成績の状況が 3.8 以上であり、かつ、外国語の学習

成績の状況が 4.5 以上又は TOEIC 公開テスト(Listening & Reading)580

点以上、実用英語検定２級以上若しくは独語・仏語・中国語検定３級以

上を取得している者 

その他の外国語検定については実情に応じて判定するので、出願の前

に本学に問い合わせること 

（3）合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊ 推薦は１つの高等学校につき、２名を限度とする。ただし、男子部及

び女子部などの実質的別組織である高等学校においては、各組織から

３名を限度とする。 

合 格 発 表 日 令和６年12月３日（火） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推

薦型選抜に出願できない。 
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令和７年度人文社会学部学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型含む） 

実施学部・学科 人文社会学部・心理教育学科 

募 集 人 員 25名（うち名古屋市高大接続型 ５名）＊1 

選抜期日・方法 

出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して入学

者の選抜を行う。個別学力検査は課さない。 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 
地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情報 計

大学入学 
共通テスト

① 200 200 200 100 200 50 950

② 200 200 200 200 100 50 950

※ 「外国語」は 200 点満点とし、「数学」、「地理歴史、公民」及び「理科」は各科

目 100 点満点とし、「情報」は 50 点満点とする。 
なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リス

ニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除

されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 
※ ①及び②については、次ページ＊6に従い、最も合計得点の高い科目を採用した場

合において該当するいずれかの配点表になる。 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）を

令和７年３月に卒業見込みの者で、本学人文社会学部心理教育学科への入学

を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

※名古屋市高大接続型は、名古屋市立高等学校を令和７年３月に卒業見込みの

者で、本学人文社会学部心理教育学科への入学を強く希望し、次の各号のす

べてに該当するもの。 

(1) 学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊2 

（2）令和７年度大学入学共通テストで以下の６教科８科目又は７教科８科目

を受験する者＊3 

 

教 科 科    目 

国語 国語 

数学 
数Ⅰ，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数学Ｃ 

地理歴史  「歴史総合，世界史探究」、

「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「地

理総合／歴史総合／公共」（こ

の中から２出題範囲選択）、

「公共，倫理」、「公共，政

治・経済」から選択 ＊4＊5 

以下のア、イのいずれか ＊

6＊7 

ア「 の第 1 解答科目、 

から２科目」 

イ「 から２科目、 の第

１解答科目」 

 

公民 
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理科 

 

 物理基礎／化学基礎／生物

基礎／地学基礎（この中から 

２出題範囲選択）、物理、化

学、生物、地学から選択 

外国語 英語＊8 

情報 情報Ⅰ 

（3）合格した場合は、必ず入学することを確約する者 

＊1 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充

する。ただし、名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった

場合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで補充する。また、名古屋市高大接続

型で不合格となった場合でも、通常の学校推薦型選抜Ｂの合格基準を満

たしている場合は通常の学校推薦型選抜Ｂで合格となる。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

＊3 一般選抜にも出願する者は「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実

施教科・科目等について」の 70 ページ人文社会学部欄で指定する教科を

受験しなければならない。 

＊4  において、「地理総合／歴史総合／公共」を選択する場合、同一名称

を含む科目の組合せで選択することはできない。 

＊5  において、「公共，倫理」と「公共，政治・経済」の組合せで選択す

ることはできない。 

＊6  において、同一名称を含む科目の組合せを本学では認めない。よって、

 において同一名称を含む科目の組合せで解答した場合は、アを選択す

ることができないため、イを合否判定に用いる。科目選択には十分注意

すること。 

＊7  と において１科目のみ受験した場合の当該科目についても、ここで

いう第１解答科目に含める。 

＊8 外国語の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リス

ニング20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニ

ングを免除されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出

する。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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令和７年度人文社会学部学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） 

実施学部・学科 人文社会学部・現代社会学科 

募 集 人 員 ３名＊1 

選抜期日・方法 

出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して入学

者の選抜を行う。個別学力検査は課さない。 

教科等
 
試験 

国語 数学 外国語 
地 理 
歴 史 

公 民 計 

大学入学 
共通テスト

200 100 300 

※ 「国語」、「外国語」、「数学」は各 100 点満点とし、「地理歴史、公民」は各科

目 50 点満点とする。 
なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リス

ニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除

されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

名古屋市立高等学校を令和７年３月に卒業見込みの者で、本学人文社会学

部現代社会学科への入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの。 

(1) 学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊2 

(2) 「調査書の全体の学習成績の状況が3.8 以上」及び「調査書の地理歴

史、公民の評定を平均した値が3.8 以上」の者 

(3) 令和７年度大学入学共通テストで以下の３教科４科目又は４教科４科目

を受験する者＊3 

教科 科目 

国語 国語＊6 

数学 数 I，数Ａ＊6 

外国語 英語＊5＊6 

地理・歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「公共，倫理」、「公共，政

治・経済」から２科目選択＊4 公民 

(4) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊1 名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選

抜（前期日程）で補充する。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

＊3 一般選抜にも出願する者は「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の

実施教科・科目等について」の71ページ人文社会学部欄で指定する他
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の教科も受験しなければならない。 

＊4 『公共，倫理』と『公共，政治・経済』の組み合わせで選択することは

できない。 

＊5 外国語の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リス

ニング20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニ

ングを免除されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出

する。 

＊6 国語、数学（『数学Ⅰ，数学Ａ』）、外国語（『英語』）の３教科３科

目を受験した場合は、最も得点の高い２教科２科目の組合せを合否判定に

用いる。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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実施学部・学科 人文社会学部・国際文化学科 

募 集 人 員 ３名＊1 

選抜期日・方法 

出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して入学者

の選抜を行う。個別学力検査は課さない。 

教科等 

 

試験 

国語 
外国語 

（英語） 

地 理 

歴 史 
公 民 計 

大学入学 

共通テスト 
200 200 100 500 

※ 「国語」、「外国語」は各 200 点満点とし、「地理歴史、公民」は各科目 100 点満

点とする。 
※ 「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 50%、リスニング 50%とする。

ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除されている場合は、

配点比率をリーディング 100％として算出する。 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

名古屋市立高等学校を令和７年３月に卒業見込みの者で、本学人文社会学

部国際文化学科への入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの。 

(1) 学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊2 

(2) 令和７年度大学入学共通テストで以下の３教科３科目を受験する者＊3 

教科 科目 

国語 国語 

外国語 英語＊3 

地理・歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「公共，倫理」、「公共，政治・

経済」から１科目選択＊5＊6 公民 

(3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

＊1 名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選

抜（前期日程）で補充する。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

＊3 一般選抜にも出願する者は「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の

実施教科・科目等について」の72ページ人文社会学部欄で指定する他

の教科も受験しなければならない。 

＊4 外国語の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング50％、リスニング

50％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免

除されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。 

＊5 ２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 
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＊6 「公共，倫理」と、「公共，政治・経済」の組み合わせで選択することはでき

ない。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校

推薦型選抜に出願できない。 
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 (5) 芸術工学部において、学校推薦型選抜を行う。 

令和７年度芸術工学部学校推薦型選抜（連携指定校型） 

実 施 学 部 芸 術 工 学 部 

募 集 人 員 情報環境デザイン学科            若干名 

産業イノベーションデザイン学科 若干名 

選抜期日・方法 

 出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して入学

者の選抜を行う。個別学力検査は課さない。 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 情報 計 

大学入学 

共通テスト
200 200 200 50 650 

※「数学」は各科目 100 点満点、「外国語」は 200 点満点とし、「情報」は 50 点

満点とする。なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディン

グ 80％、リスニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリ

スニングを免除されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

 

 

 

 

 

 

出 願 資 格 

高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）を令

和６年３月に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、本学芸術工学部への

入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

(1) 学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊1 

(2) 令和７年度大学入学共通テストで以下の４教科５科目を受験する者＊2

教科 科目 

国語 国語 

数学 数 I，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

外国語 英語＊3 

情報 情報Ⅰ 

 (3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

 

＊1 名古屋市立高等学校から指定し、当該高校へ別途通知する。また、推薦

は１つの高等学校につき、情報環境デザイン学科、産業イノベーションデ

ザイン学科、建築都市デザイン学科合わせて１名を限度とする。 

＊2  一般選抜にも出願する者は「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実

施教科・科目等について」の73ページ芸術工学部欄で指定する他の教科も

受験しなければならない。 
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＊3 英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リスニング20

％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除

されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推薦

型選抜に出願できない。 
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実 施 学 部 芸 術 工 学 部 

募 集 人 員 建築都市デザイン学科            若干名 

選抜期日・方法 

 出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して入学

者の選抜を行う。個別学力検査は課さない。 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 
地 理 

歴 史 
公 民 理 科 情報 計 

大学入学 

共通テスト
100 100 100 50 50 25 425 

※「国語」及び「外国語」は 100 点満点とし、「数学」、「地理歴史、公民」及び 

「理科」は各科目 50 点満点、「情報」は 25 点満点とする。 

なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、 

リスニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免

除されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

 

 

 

 

出 願 資 格 

高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）を令

和６年３月に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、本学芸術工学部への

入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

(1) 学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊1 

(2) 令和７年度大学入学共通テストで以下の６教科７科目を受験する者＊2 

教科 科目 

国語 国語 

数学 数 I，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

外国語 英語＊3 

地理・歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」（こ

の中から２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公共，

政治・経済」から１科目選択＊4 

公民 

理科 物理、化学、生物、地学から１科目選択＊4 

情報 情報Ⅰ 

 (3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

 

＊1 名古屋市立高等学校から指定し、当該高校へ別途通知する。また、推薦は

１つの高等学校につき、情報環境デザイン学科、産業イノベーションデザ

イン学科、建築都市デザイン学科合わせて１名を限度とする。 

＊2  一般選抜にも出願する者は「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実施

教科・科目等について」の74ページ芸術工学部欄で指定する他の教科も受
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験しなければならない。 

＊3 英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リスニング20

％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除

されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。 

＊4 ２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推薦

型選抜に出願できない。 
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令和７年度芸術工学部学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型含む） 

実 施 学 部 芸 術 工 学 部 

募 集 人 員 情報環境デザイン学科            ５名（うち名古屋市高大接続型 １名）＊1

産業イノベーションデザイン学科 ５名（うち名古屋市高大接続型 １名）＊1

選抜期日・方法 

 出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して入学

者の選抜を行う。個別学力検査は課さない。 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 情報 計 

大学入学 

共通テスト
200 200 200 50 650 

※「数学」は各科目 100 点満点、「外国語」は200 点満点とし、「情報」は50 点満点

ととする．なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、

リスニング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免

除されている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 願 資 格 

高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）を令

和６年３月に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、本学芸術工学部への

入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

 (1) 学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊2 

(2) 令和７年度大学入学共通テストで以下の４教科５科目を受験する者＊3 

教科 科目 

国語 国語 

数学 数 I，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

外国語 英語＊4 

情報 情報Ⅰ 

 (3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

 

＊1 名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合は、通常の

学校推薦型選抜Ｂで補充する。また、名古屋市高大接続型で不合格となっ

た場合でも、通常の学校推薦型選抜Ｂの合格基準を満たしている場合は通

常の学校推薦型選抜Ｂで合格となる。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

＊3  一般選抜にも出願する者は「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実施

教科・科目等について」の73ページ芸術工学部欄で指定する他の教科も受
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験しなければならない。 

＊4 英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リスニング20

％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除

されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推薦

型選抜に出願できない。 



- 49 - 

 

 

実 施 学 部 芸 術 工 学 部 

募 集 人 員 建築都市デザイン学科            ５名（うち名古屋市高大接続型 １名）＊1

選抜期日・方法 

 出願書類及び大学入学共通テストの成績による審査の結果を総合して入学

者の選抜を行う。個別学力検査は課さない。 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 
地 理 

歴 史 
公 民 理 科 情報 計 

大学入学 

共通テスト
100 100 100 50 50 25 425 

※「国語」及び「外国語」は 100 点満点とし、「数学」、「地理歴史、公民」及び

「理科」は各科目 50 点満点、「情報」は 25 点満点とする。 

なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニ

ング 20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除され

ている場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

 

 

 

 

 

出 願 資 格 

高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）を令

和６年３月に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、本学芸術工学部への

入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 

 (1) 学業成績、人物ともに優秀で、学校長が責任をもって推薦する者＊2 

(2) 令和７年度大学入学共通テストで以下の６教科７科目を受験する者＊3 

教科 科目 

国語 国語 

数学 数 I，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

外国語 英語＊4 

地理・歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」（こ

の中から２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公共，

政治・経済」から１科目選択＊5 

公民 

理科 物理、化学、生物、地学から１科目選択＊5 

情報 情報Ⅰ 

 (3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

 

＊1 名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合は、通常の

学校推薦型選抜Ｂで補充する。また、名古屋市高大接続型で不合格となっ

た場合でも、通常の学校推薦型選抜Ｂの合格基準を満たしている場合は通

常の学校推薦型選抜Ｂで合格となる。 
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＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

＊3  一般選抜にも出願する者は「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実

施教科・科目等について」の74ページ芸術工学部欄で指定する他の教科も

受験しなければならない。 

＊4 英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リスニング20

％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除

されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。 

＊5 ２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推薦

型選抜に出願できない。 
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(6) 総合生命理学部において、学校推薦型選抜を行う。 

 

令和７年度総合生命理学部学校推薦型選抜（連携指定校型） 
 

実 施 学 部 総合生命理学部 

募 集 人 員 １名＊1 

選抜期日・方法 

面接試験（課題研究発表及び口述）を実施する。 
出願書類、大学入学共通テストの成績及び面接試験の成績による審査の結果

を総合して入学者の選抜を行う。 
教科等 

試験 
国 語 数 学 外国語 

地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情報 計 

大学入学 
共通テスト

100 100 100 50 150 50 550 

※ 「国語」は100点満点とする。 

※ 「数学」は各科目50点満点とする。 

※ 「外国語」は100点満点とする。なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点比

率はリーディング80％、リスニング20％とする。ただし、大学入試センターから難聴

等によりリスニングを免除されている場合は、配点比率をリーディング100％として

算出する。 

※ 「地理歴史、公民」は50点満点とする。なお、「地理歴史、公民」を２科目受験した

場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

※ 「理科」は各科目 75 点満点とする。 

※ 「情報」は 50 点満点とする。 

面接試験期日 令和７年２月９日（日） 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

本学総合生命理学部への入学を強く希望し、以下の各号のすべてに該当する者 

(1) 本学が指定する高等学校・学科を令和７年３月に卒業見込みの者 ＊2 

(2) 調査書の数学、理科、英語の評定を平均した値が3.2以上（目安）である者

(3) 将来、基礎自然科学又は数理情報科学分野の研究・発展に対して貢献が期待

できる能力及び適性等を有する人物として、当該高等学校長が責任をもって推

薦する者 

(4) 本学がこれまでに実施した高大連携に係るイベント「大学丸ごと研究室体

験」又は「名古屋市立大学高大連携授業」（理学研究科に所属する教員が担当

するものに限る。）に参加した実績がある者 
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(5) 令和７年度大学入学共通テストにおいて、以下の６教科８科目を受験する者

教科 科目 

国語 国語 

数学 
数Ⅰ，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

理科 物理、化学、生物、地学から２科目選択 

地理歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、「地

理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」（この中から

２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公共，政治・経済」か

ら１科目選択＊3  

公民 

外国語 英語 ＊4 

情報 情報Ⅰ 

(6) 数学Ⅲ及び数学Ｃ、またはこれらに相当する科目を履修した者（見込みの者

を含む） 

(7) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

 

＊1 合格者が募集人員に満たなかった場合は、名古屋市高大接続型で補充し、

それでも募集人員に満たない場合は一般選抜（後期日程）で補充する。 

＊2 名古屋市立高等学校・理数科の中から指定し、当該高校へ別途通知する。 
また、推薦は１つの高等学校につき、１名を限度とする。 

＊3 ２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

＊4 英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リスニング20％

とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除さ

れている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。 

合 格 発 表 日 令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推薦型

選抜に出願できない。 
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令和７年度総合生命理学部学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） 

実 施 学 部 総合生命理学部 

募 集 人 員 ２名＊1 

選抜期日・方法 

 (1) 第１段階選抜 

大学入学共通テストの成績が総配点550 点中の330 点以上の者を合格者と 

する。 

教科等 

試験 
国 語 数 学 外国語 

地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情報 計 

大学入学 
共通テスト

100 100 100 50 150 50 550 

   ※ 「国語」は100点満点とする。 

   ※ 「数学」は各科目50点満点とする。 

   ※ 「外国語」は100点満点とする。なお、「外国語」の英語はリスニングを含む。配点

比率はリーディング80％、リスニング20％とする。ただし、大学入試センターから

難聴等によりリスニングを免除されている場合は、配点比率をリーディング100％

として算出する。 

   ※ 「地理歴史、公民」は 50 点満点とする。なお、「地理歴史、公民」を２科目 

     受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

   ※ 「理科」は各科目 75 点満点とする。 

   ※ 「情報」は 50 点満点とする。 

 (2) 第２段階選抜 

第１段階選抜合格者に対して、面接試験を実施する。 

出願書類、大学入学共通テストの成績及び面接試験の成績による審査の結

果を総合して入学者の選抜を行う。 

面接試験期日 令和７年２月９日（日） 

 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

出 願 資 格 

本学総合生命理学部への入学を強く希望し、以下の各号のすべてに該当する者 

(1) 名古屋市立高等学校を令和７年３月に卒業見込みの者 ＊2 

(2) 調査書の数学、理科、英語の評定を平均した値が3.6以上である者 

(3) 将来、基礎自然科学又は数理情報科学分野の研究・発展に対して貢献が

期待できる能力及び適性等を有する人物として、当該高等学校長が責任を

もって推薦する者 

(4) 令和７年度大学入学共通テストにおいて、以下の６教科８科目を受験す

る者 

教科 科目 

国語 国語 

数学 
数Ⅰ，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

理科 物理、化学、生物、地学から２科目選択 

地理歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、「地

理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」（この中

から２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公共，政治・経済」
公民 
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から１科目選択 ＊3  

外国語 英語 ＊4 

情報 情報Ⅰ 

(5) 数学Ⅲ及び数学Ｃを履修した者（見込みの者を含む）＊5 

(6) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

 

＊1 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（後期日程）で補充す

る。 

＊2 推薦は１つの高等学校につき、２名を限度とする。 

＊3 ２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

＊4 英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リスニング20％

とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除され

ている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。 

＊5 理数科にあっては、数学Ⅲ及び数学Ｃに相当する科目を履修した者（見込

みの者を含む） 

合 格 発 表 日  令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学の他の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推薦型

選抜に出願できない。 
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(7) データサイエンス学部において、学校推薦型選抜を行う。 

令和７年度データサイエンス学部学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型含む） 

実 施 学 部 データサイエンス学部 

募 集 人 員 30名（うち名古屋市高大接続型 ３名)  ＊1 

選抜期日・方法 

大学入学共通テストの成績、志願理由書、調査書の成績による審査の結果を総

合して入学者の選抜を行う。大学入試共通テストの配点は以下の通りである。 
 

教科等
 
試験 

国 語 数 学 外国語 
地 理 
歴 史 

公 民 理 科 情報 計 

大学入学 
共通テスト

200 200 200 200 800 

※「数学」は各科目 100 点満点とし、「外国語」は 200 点満点とする。なお、「外国

語」の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング20％

とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニングを免除されている

場合は、配点比率をリーディング 100％として算出する。 
※ 「地理歴史・公民」及び「理科」を２科目受験した場合は、第１解答科目を合否判

定に用いる。 

※「理科」、「地理歴史・公民」及び「情報」は各 100 点満点とする。「理科」、「地

理歴史・公民」及び「情報」を３教科受験した場合は、最も合計点の高い２教科の

組み合わせを合否判定に用いる。 

出 願 期 間 令和７年１月20日（月）～令和７年１月24日（金） 

出 願 資 格 

  高等学校（中等教育学校の後期課程及び文部科学大臣が高等学校の課程と同

等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ。）を令

和６年３月以降に卒業又は令和７年３月に卒業見込みの者で、本学データサイ

エンス学部への入学を強く希望し、次の各号のすべてに該当するもの。 

※名古屋市高大接続型は、名古屋市立高等学校を令和６年３月以降に卒業又は

令和７年３月に卒業見込みの者で、本学データサイエンス学部への入学を強

く希望し、次の各号のすべてに該当するもの 
 

 (1) 調査書の全体の学習成績の状況が3.6以上であり、将来、データサイエン

スを駆使したビジネス、医療、IT分野の研究・発展に対して貢献が期待で

きる能力及び適性等を有する人物として、学校長が責任をもって推薦する

者 ＊2 

  (2) 令和７年度大学入学共通テストの５教科６科目を受験する者 ＊3  

教科 科目 

国語 国語 

数学 
数Ⅰ，数Ａ 

数Ⅱ，数Ｂ，数Ｃ 

理科 物理、化学、生物、地学から１科目選択 ＊5＊6 

地理歴史 「歴史総合，世界史探究」、「歴史総合，日本史探究」、

「地理総合，地理探究」、「地理総合／歴史総合／公共」

（この中から２出題範囲選択）、「公共，倫理」、「公

共，政治・経済」から１科目選択 ＊5＊6 

公民 

外国語 英語 ＊4 

情報 情報Ⅰ＊6 



- 56 - 

 

   (3) 合格した場合、必ず入学することを確約する者 

 

＊1 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充す

る。ただし、名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合

は、通常の学校推薦型選抜Ｂで補充する。また、名古屋市高大接続型で不

合格となった場合でも、通常の学校推薦型選抜Ｂの合格基準を満たしてい

る場合は通常の学校推薦型選抜Ｂで合格となる。 

＊2 高等学校からの推薦人数の制限はしない。 

＊3 一般選抜も出願する者は「令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実施教
科・科目等について」の75ページのデータサイエンス学部欄で指定する他
の教科も受験しなければならない。 

＊4 外国語の英語はリスニングを含む。配点比率はリーディング80％、リスニ
ング20％とする。ただし、大学入試センターから難聴等によりリスニング
を免除されている場合は、配点比率をリーディング100％として算出する。

＊5 ２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

＊6 「理科」、「地理歴史・公民」及び「情報」を３教科受験した場合は、最
も合計点の高い２教科の組み合わせを合否判定に用いる。  

 

合 格 発 表 日  令和７年２月12日（水） 

そ の 他 
他の国公立大学及び本学他学部の学校推薦型選抜に出願する者は、本学校推

薦型選抜に出願できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 57 - 

 

 

 

（1） 人文社会学部において、帰国生徒・外国学校出身者選抜を行う。 

令和７年度人文社会学部帰国生徒・外国学校出身者選抜 

実 施 学 部 人 文 社 会 学 部 

募 集 人 員 

心理教育学科  若干名 

現代社会学科  若干名 

国際文化学科   ２名 ＊1 

選 抜 期 日 令和６年11月30日（土） 

  選 抜 方 法 日本語による小論文、面接試験及びTOEIC公開テスト(Listening & Reading)又は

TOEFL iBTの成績による審査の結果を総合して入学者の選抜を行う。 

出 願 期 間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 願 資 格 

 日本国籍を有する者及び日本国の永住許可を得ている者、その他これに準ずる者

であって、保護者の海外勤務等に同伴して外国の学校教育を受けたもの  （帰国生

徒）又は保護者の海外勤務等に同伴するものではなく外国の学校教育を受けたもの

（外国学校出身者）で、次の各号のいずれかに該当し、心理教育学科及び現代社会

学科はTOEIC公開テスト(Listening & Reading)を、国際文化学科はTOEIC公開テスト

(Listening & Reading)又はTOEFL iBTを受験しているもの 

（1）外国において、学校教育における12年の課程を令和５年４月１日から令和７年

３月31日までに修了（卒業）した者及び修了（卒業）見込みの者、又はこれに準

ずる者で文部科学大臣の指定したもの ＊2 

なお、12年の課程には日本における通常の課程による学校教育の期間も含まれ

るが、外国において最終学年を含めて２学年度以上継続して学校教育を受けてい

ることを必要とする。＊3 

ただし、外国に設置されたものであっても、日本の学校教育法に準拠した教育

を施している学校に在学した者については、その期間を外国において学校教育を

受けたものとみなさない。 

（2）外国において、スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局か

ら国際バカロレアの資格証書を令和５年又は令和６年（2023年から2024年、以下

同じ）に授与された者 

（3）ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥ

ア資格証書を令和５年又は令和６年に授与された者 

（4）フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格証

書を令和５年又は令和６年に授与された者 

（5）グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格とし

て認められているジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・

アドバンスト・レベル資格(GCEAレベル資格)証書を令和５年又は令和６年に授与

された者で、その資格に３科目以上合格しているもの 

（6）その他本学において、個別の入学資格審査により、上記(1)から(5)までの者と

同等以上の学力と条件が備わっていると認められたもので、令和７年３月31日ま

でに18歳に達するもの。 

 

 

＊1 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充する。

＊2 大学入学資格として少なくとも12年の教育課程を基本とする国において、「飛

び級」等により通算教育年数12年に満たないで修了（卒業）した者及び修了（卒

５ その他の選抜（帰国生徒・外国学校出身者、私費外国人留学生） 
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業）見込みの者を含む。 

＊3 ２学年度とは、当滞在地で所属した学校制度での２学年の教育期間を意味する。 

合 格 発 表 日 令和６年12月10日（火） 
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（2） 芸術工学部において、帰国生徒・外国学校出身者選抜を行う。 

令和７年度芸術工学部帰国生徒・外国学校出身者選抜 

実 施 学 部 芸 術 工 学 部 

募 集 人 員 
情報環境デザイン学科・産業イノベーションデザイン学科・建築都市デザイン学科

各学科私費外国人留学生選抜と合わせて若干名 

選  抜  期  日 令和６年11月30日（土） 

  選  抜  方  法 
出願書類、日本語による小論文、実技検査及び面接試験の結果を総合して入学

者の選抜を行う。 

出 願 期 間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

  出 願 資 格 

日本国籍を有する者及び日本国の永住許可を得ている者、その他これに準ずる

者であって、保護者の海外勤務等に同伴して外国の学校教育を受けたもの（帰国

生徒）又は保護者の海外勤務等に同伴するものではなく外国の学校教育を受けた

もの（外国学校出身者）で、次の各号のいずれかに該当するもの。また、出願資

格の（6）により出願する者はTOEIC公開テスト(Listening & Reading)又はTOEFL iBT

を受験しているもの 

（1）外国において、学校教育における12年の課程を令和５年４月１日から令和７

年３月31日までに修了（卒業）した者及び修了（卒業）見込みの者、又はこれ

に準ずる者で文部科学大臣の指定したもの ＊1 

なお、12年の課程には日本における通常の課程による学校教育の期間も含ま

れるが、外国において最終学年を含めて２学年度以上継続して学校教育を受け

ていることを必要とする。＊2 

ただし、外国に設置されたものであっても、日本の学校教育法に準拠した教

育を施している学校に在学した者については、その期間を外国において学校教

育を受けたものとみなさない。 

また、12年の課程修了時に国家試験や州の統一試験を課される場合は、その

試験を受験していて、さらに合格が義務づけられている場合はその試験に合格

していなければならない。＊3     

＊1 大学入学資格として少なくとも12年の教育課程を基本とする国において、

「飛び級」等により通算教育年数12年に満たないで修了（卒業）した者及び

修了（卒業）見込みの者を含む。 

＊2 ２学年度とは、当滞在地での所属した学校制度での２学年の教育期間を意

味する。 

＊3 国家試験や州の統一試験とは、米国のSAT、英国のGCSE、カナダ連邦各州

の大学入学資格試験などのことであり、統一試験を受けていない場合には、

TOEIC公開テスト(Listening & Reading)又はTOEFL iBTを受験すること。 

（2）外国において、スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局

から国際バカロレアの資格証書を令和５年又は令和６年（2023年から2024年、

以下同じ）に授与された者 

（3）ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビト

ゥア資格証書を令和５年又は令和６年に授与された者 

（4）フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格

証書を令和５年又は令和６年に授与された者 
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（5）グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格と

して認められているジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーショ

ン・アドバンスト・レベル資格(GCEAレベル資格)証書を令和５年又は令和６年

に授与された者で、その資格に３科目以上合格しているもの 

（6）その他本学において、個別の入学資格審査により、上記（1）から（5）まで

の者と同等以上の学力と条件が備わっていると認められたもので、令和７年３

月31日までに18歳に達するもの 

合 格 発 表 日 令和６年12月10日（火） 
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 （3） 薬学部・経済学部・人文社会学部・芸術工学部・総合生命理学部において、私費外国人留学生選抜を行

う。 

 令和７年度私費外国人留学生選抜（薬・経済・人文社会・芸術工・総合生命理学部） 

実施学部 薬  学  部 経 済 学 部 人文社会学部 芸術工学部 総合生命理学部

募集人員 

薬学科 

 (６年制)  

若干名 

生命薬科学科 

 (４年制)  

若干名 

若干名 心理教育学科 

若干名 

現代社会学科 

若干名 

国際文化学科 

 ３名＊ 

情報環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科
帰国生徒・外国学校出身者
選抜と合わせて若干名

産業ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 
帰国生徒・外国学校出身者
選抜と合わせて若干名

建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科
帰国生徒・外国学校出身者
選抜と合わせて若干名

若干名 

出願期間 令和６年11月１日（金）～令和６年11月７日（木） 

出願資格 

次の各号のすべてに該当する者 

（1）日本国籍を有しない者（日本国永住許可を得ている者を除く。） 

（2）次のいずれかに該当する者 （ただし、下記のいずれかに該当していても、日本の

高等学校又は中等教育学校の後期課程を卒業した者は除く。） 

ア 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者及び令和７年３月31日

までに修了見込みの者、又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの ※ 

※ 12年未満の課程の場合は、さらに指定された準備教育課程又は研修施設の課程

等を修了する必要がある。 

※「文部科学大臣の指定したもの」には次のものが該当します。 

・外国において、学校教育における12年の課程を修了した者と同等の学力があるか

どうかに関する認定試験であると認められる当該国の検定（国の検定に準ずるも

のを含む。以下、同じ。）に合格した者で、令和７年３月31日までに18歳に達す

るもの。 

・外国において、高等学校に対応する学校の課程を修了した者（これと同等以上の

学力があるかどうかに関する認定試験であると認められる当該国の検定に合格

した者を含む。）で、文部科学大臣が別に定めるところにより指定した我が国の

大学に入学するための準備教育を行う課程又は研修施設の課程等を修了したも

の。 

・外国において、高等学校に対応する学校の課程（その修了者が当該外国の学校教

育における11年以上の課程を修了したとされるものであることその他の文部科

学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するもの

を修了したもの。 

・我が国において、高等学校に対応する外国の学校の課程（その修了者が当該外国

の学校教育における12年の課程を修了したとされるものに限る。）と同等の課程

を有する者として当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設の

当該課程を修了したもの。 

・我が国において、高等学校に対応する外国の学校の課程（その修了者が当該外国

の学校教育における12年の課程を修了したとされるものを除く。）と同等の課程

を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設
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の当該課程を修了した者で、文部科学大臣が別に定めるところにより指定した我

が国の大学に入学するための準備教育を行う課程を修了したもの。 

イ スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカ

ロレア資格を有する者 

ウ ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビトゥア

資格を有する者 

エ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資格を有

する者 

オ グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格として

認められているジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーション・アド

バンスト・レベル資格(GCEAレベル資格)を有し、その資格に３科目以上合格してい

る者 

カ 文部科学大臣が指定する国際的な評価団体（WASC、ACSI、CIS）から教育活動に係

る認定を受けた教育施設に置かれる12年の課程を修了した者 

（3）独立行政法人日本学生支援機構が実施する令和５年度第１回日本留学試験（2023

年６月実施）若しくは令和５年度第２回日本留学試験（2023年11月実施）又は令和

６年度第１回日本留学試験（2024年６月実施）を受験した者。 

なお、薬学部については、日本語、数学及び理科２科目それぞれの得点が、いず

れも全国平均点以上である者。 

（4）「TOEIC公開テスト(Listening & Reading)」を受験した者  

＊合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充する。 

選抜期日 令和６年11月30日（土） 

実施学部 薬 学 部 経 済 学 部 人文社会学部 芸術工学部 総合生命理学部

大学入学 

共通テスト 
課さない 

TOEIC 

公開テスト 
受験すること(Listening & Reading) 

日本留学試験 受験すること 

日本留学試験
利用科目 

〔理系〕 
  日本語 
 数学（ｺｰｽ２）
  理科（化学に加

え、物理・生物い

ずれかを選択）

〔文系〕 
  日本語 
  総合科目 
  数学（ｺｰｽ１・２

いずれかを選択） 

〔文系〕 
  日本語 
  総合科目 
 

〔理系〕 
  日本語 

数学(ｺｰｽ２) 
  理科（物理・化

学・生物から２科

目選択） 

〔理系〕 
  日本語 

数学(ｺｰｽ２) 
  理科（物理・化

学・生物から２科

目選択） 

日本留学試験
出題言語 

日本語 

日本留学試験
利用試験 

令和５年度第１回日本留学試験（2023年６月実施）若しくは令和５年度第２回日本留学試
験（2023年11月実施）又は令和６年度第１回日本留学試験（2024年６月実施）のいずれか
の成績を利用（複数回受験した場合、得点の高い方を利用する。） 

本学が実施 
する選抜方法 

面接試験 
（日本語による）

必要に応じ、化学の

基礎知識について、ホ

ワイトボード又は紙

上に記入させ説明を

小論文 
（日本語による） 

日本語を中心にした 
面接試験 

必要に応じ、英語の

基礎学力を問う面接

小論文 
（日本語による） 

面接試験 
（日本語による） 
 

小論文 
（日本語による）

実技検査 
（日本語による）

面接試験 
（日本語による）

面接試験 
（日本語による）

必要に応じ、数学、

理科の基礎知識につ

いて、ホワイトボード

又は紙上に記入させ
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求める場合がある。 試験を行う場合があ

る。 

説明を求める場合が

ある。  

２段階選抜 
(実施する場合 
はその方法） 

実施する 

日本留学試験の成

績で判定する。 

実施する 

日本留学試験及び

TOEIC公開テスト

(Listening & 

Reading)の成績で 

判定する。 

実施しない 

 

実施する 

日本留学試験及び

TOEIC公開テスト

(Listening & 

Reading)の成績で

判定する。 

実施する 

日本留学試験の成

績で判定する。 

合格発表日 令和６年12月10日（火） 
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（一般選抜） 

医学科 前期 ○ × ○ × × 〇 ― 注２ ２月25日・26日

看護学
専攻

前期 ○ × ○ ○ × × ― ― ２月25日・26日

リハビリ
テーショ
ン学専攻

前期 〇 × × × × × ― ― ２月25日

中期 ○ × × × × × ― ― ３月８日

前期 ○ × × × × × ― ― ２月25日

後期 ○ × × × × × ― ― ３月12日

前期 ○ × × × × × ― ― ２月25日

後期 × × × ○ × × ― ― ３月12日

○ ○

注３ 注３

後期 × ○ × × × × ― ― ３月12日

前期 ○ ○ × × × × ― ― ２月25日

後期 × ○ × × × × ― ― ３月12日

○ ○

注３ 注３

後期 ○ × × ○ × × ― ― ３月12日

前期 ○ × × × × × ― ― ２月25日ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部

実
施
し
な
い

注１

―

総合生命理学部

後期

前期

前期 × ― ２月25日

経 済 学 部

欠
員
の
補
充
の
方
法
等

× × ×

×

外
国
語
に
お
け
る
リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
課
す
る

主
と
し
て
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
成
績
に
よ
り

第
１
段
階
選
抜
を
行
い
、

そ
の
合
格
者
に
つ
い
て

更
に
必
要
な
検
査
等
を
行
う

第１段階の選抜
による合格者数

そ
の
他

××○ ×

×○ ×

学
　
　
　
部
　
　
　
名

日
　
　
　
　
　
　
　
程

個
別
学
力
検
査
を
課
す
る

実
技
検
査
を
課
す
る

小
論
文
を
課
す
る

面
接
を
行
う

備
　
考

２月25日

３月12日

×

総
合
型
選
抜

個
別
学
力
検
査
等
の
日
程

―

―

× ―

―

募
集
人
員
に
対
す
る
倍
率

一　　般　　選　　抜

実　技　検　査　等 ２　段　階　選　抜

医
学
部 保健医療

学科

情報環境
デザイン

学科

薬 学 部

人 文 社 会 学 部

芸
 
術
 
工
 
学
 
部

産業
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
学科

建築都市
デザイン

学科

  
注１ 学部・学科において欠員の補充は追加合格等で行う。 

注２ 大学入学共通テストの成績が総配点600点中の概ね74％以上の者とする。（大学入学共通テストの得点平均が、令和６年度大学入

学共通テストの得点平均と同程度の場合） 

注３ 小論文又は実技のいずれか一方を出願時に選択する。 

 

６ 令和７年度入学者選抜一覧 
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（学校推薦型選抜） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1 募集人数については、現在、関係機関と調整中。 

注 2  合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充する。ただし、医学部医学科の名古屋市高大接続型の合

格者が募集人員に満たなかった場合は、中部圏活躍型で補充する。 

注 3 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（中期日程）で補充する。ただし、名古屋市高大接続型の合格者が募集人員

に満たなかった場合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで補充する。 

注 4 名古屋市高大接続型の合格者が募集人員に満たなかった場合は、通常の学校推薦型選抜Ｂで補充する。 

注 5 合格者が募集人員に満たなかった場合は、一般選抜（後期日程）で補充する。ただし、連携指定校型の合格者が募集人員に満た

なかった場合は、名古屋市高大接続型で補充する。 

実技検査
を課する

面接
を行う

小論文
を課する

外国語に
おけるリ
スニング
テストを
課する

その他

× 〇 × ○ 〇 × × ４名
注2

× 〇 × ○ 〇 × × ４名
注2

○ × × ○ × × × ７名
注1

○ × × ○ × × ○ 27名
注2

○ × × ○ × × ○ ３名
注2

○ × × × × × × 55名

○ × × × × × × ５名
注4

〇 × × ○ × × × 12名
注2

〇 × × ○ × × × ４名
注4

〇 × × ○ × × × 12名
注2

○ × × ○ × × × ４名
注4

× ○ × ○ ○ × × ６名
注3

× ○ × ○ ○ × × ４名
注3

○ × × ○ × × × 13名
注3

○ × × ○ × × × ２名
注3

○ × × ○ × × × ６名
注3

○ × × ○ × × × ２名
注3

× ○ × ○ ○ × × 10名

○ × × × × × × 40名

○ × × × × × × ５名
注4

× ○ ○ ○ ○ × × ５名

× ○ × ○ ○ × × 10名

× ○ × ○ ○ × × ６名

○ × × × × × × ２０名
注2

○ × × × × × × ５名
注4

○ × × × × × × ３名
注2

○ × × × × × × ３名
注2

○ × × × × × × ４名

○ × × × × × × １名
注4

○ × × × × × × 若干名

○ × × × × × × ４名

○ × × × × × × １名
注4

○ × × × × × × 若干名

○ × × × × × × ４名

○ × × × × × × １名
注4

○ × × × × × × 若干名

〇 × × 〇 × × × 1名
注5

〇 × × 〇 × × × ２名
注5

○ × × × × × × 27名
注2

○ × × × × × × ３名
注4

学
校
推
薦
型
選
抜

募
集
人
員

個別学力
検査を免
除し大学
入学共通
テストを
課する

個別学力
検査及び
大学入学
共通テス
トを免除

する

実技検査等

医学科
地域枠学校推薦型選抜

保健医療学科
（リハビリテーション学専攻理学療法学コース）

学校推薦型選抜Ａ

保健医療学科
（リハビリテーション学専攻作業療法学コース）

学校推薦型選抜Ａ

　　　　　

　　入学定員の一部について、出身学校長の推薦に基づき、学力検査を
　　免除し調査書を主な資料として判定する

保健医療学科
（リハビリテーション学専攻作業療法学コース）

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

薬
学
部

薬学科（６年制）
学校推薦型選抜Ａ

生命薬科学科（４年制）
学校推薦型選抜Ａ

薬学科（６年制）
学校推薦型選抜Ｂ

薬学科（６年制）
学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

生命薬科学科（４年制）
学校推薦型選抜Ｂ

生命薬科学科（４年制）
学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

医
学
部

保健医療学科
（リハビリテーション学専攻理学療法学コース）

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

保健医療学科
（リハビリテーション学専攻作業療法学コース）

学校推薦型選抜Ｂ

医学科
学校推薦型選抜（中部圏活躍型）

医学科
学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型）

保健医療学科（看護学専攻）
学校推薦型選抜Ｂ

保健医療学科（看護学専攻）
学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

保健医療学科
（リハビリテーション学専攻理学療法学コース）

学校推薦型選抜Ｂ

経
済
学
部

学校推薦型選抜Ａ

学校推薦型選抜Ｂ

学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

現代社会学科
学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型）

国際文化学科
学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型）

情報環境デザイン学科
学校推薦型選抜Ｂ

産業ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ学科
学校推薦型選抜Ｂ

建築都市デザイン学科
学校推薦型選抜Ｂ

人
文
社
会
学
部

心理教育学科
学校推薦型選抜Ａ

現代社会学科
学校推薦型選抜Ａ

国際文化学科
学校推薦型選抜Ａ

心理教育学科
学校推薦型選抜Ｂ

情報環境デザイン学科
学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

情報環境デザイン学科
学校推薦型選抜（連携指定校型）

産業ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ学科
学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

産業ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ学科
学校推薦型選抜（連携指定校型）

心理教育学科
学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

建築都市デザイン学科
学校推薦型選抜Ｂ（名古屋市高大接続型）

総
合
生
命

理
学
部

学校推薦型選抜
（連携指定校型）

学校推薦型選抜
（名古屋市高大接続型）

デ
ー

タ

 
サ
イ
エ
ン
ス

 
 
 
 
学
部

学校推薦型選抜Ｂ

学校推薦型選抜Ｂ
（名古屋市高大接続型）

建築都市デザイン学科
学校推薦型選抜（連携指定校型）

芸
術
工
学
部

選 抜

方法等

学部・学

科名



- 66 - 

 

（その他の選抜） 

  

医 学 科 ― × ×

看護学専攻 × ×

リハビリ
テーショ
ン学専攻

× ×

薬 学 科 ― × 若干名

生 命 薬 科 学 科 ― × 若干名

経 済 経 営 学 科 ― × 若干名

心 理 教 育 学 科 ― 若干名 若干名

現 代 社 会 学 科 ― 若干名 若干名

国 際 文 化 学 科 ― ２名 注1 ３名 注1

情報環境デザイン学科 ―
私費外国人留学生と

あわせて若干名

帰国生徒・
外国学校出身者と
あわせて若干名

産 業 イ ノ ベ ー シ ョン
デ ザ イ ン 学 科

―
私費外国人留学生と

あわせて若干名

帰国生徒・
外国学校出身者と
あわせて若干名

建築都市デザイン学科 ―
私費外国人留学生と

あわせて若干名

帰国生徒・
外国学校出身者と
あわせて若干名

総 合 生 命 理 学 科 ― × 若干名

データサイエンス学科 ― × ×

 注1　合格者が募集定員に満たなかった場合は、一般選抜（前期日程）で補充する。

データサイエンス学部

帰
国
生
徒
・
外
国
学
校
出
身
者

私

費

外

国

人

留

学

生

薬 学 部

学　　科　　名

総 合 生 命 理 学 部

芸 術 工 学 部

経 済 学 部

人 文 社 会 学 部

医　　　学　　　部

保 健 医 療 学 科

選 抜

方法等

学部名



令和７年度名古屋市立大学入学者選抜の実施教科・科目等について 

【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

医学部医学科で、「地理歴史、公民」の２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

※1 医学部保健医療学科（看護学専攻）で、ア「 の第１解答科目、 から 2 科目」、イ「 から 2 科目、 の第 1 解答科目」のうち、合計得点の高い組合せを合否判定に用いる。 

 において、「地理総合／歴史総合／公共」を選択する場合、同一名称を含む科目の組合せで選択することはできない。 

 において、「公共，倫理」と「公共，政治・経済」の組合せで選択することはできない。 

 において、同一名称を含む科目の組合せを本学では認めない。よって、 において同一名称を含む科目の組合せで解答した場合は、アを選択することができないため、イを合否判定に用いる。科目選択には十分注意すること。 

なお、 と において１科目のみ受験した場合の当該科目についても、ここでいう第１解答科目に含める。 

英語は、リスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。 

【個別学力検査等】欄 

医学科で数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数 A は全範囲を出題範囲とし、数 B は「数列」、数学 C は「平面上の曲線と複素数平面」「ベクトル」を出題範囲とする。 

医学科で「物理基礎・物理」は「物理基礎」・「物理」の、「化学基礎・化学」は「化学基礎」・「化学」の全範囲を出題範囲とする。 

※2 大学入学共通テストの得点平均が、令和 6 年度大学入学共通テストの得点平均と同程度の場合である。第一段階選抜の基準については、令和７年１月 23 日頃に本学ウェブサイト上で公表する。 

[大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等]欄の配点に＊印を付してある教科は選択科目をあらわす。 

学部・学科等名 

及び入学定員等 

 
 
 

令 和 ６ 年 度 

志 願 倍 率 

  
  
  

 

学力

検査 

等の 

区分･

日程 

大学入学共通テストの                

利用教科 ・ 科目名 

個別学力検査等 大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等 
その他の 

選抜方法等

教科等 科  目  名  等 
２段階  

選 抜 
試験の区分 国語 

地理 

歴史 
公民 数学 理科 外国語 情報

実技  

検査
小論文 面接

配点  

合計
 

教科 科  目  名  等 

医学部 

  

297名 

前期 200 

その他 97 

〔-〕 

 

 

医学科 

97名 

前期 60 

その他 37 

〔3.0〕 

前期 

２月25日 

26日 

 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

 

外 

情 

 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」、  

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択）、  

「公，倫」、「公，政 経」  

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

物理 

化学 

英，独，仏，中，韓から１         

情Ⅰ                     

 （６教科８科目）

数

理

 

  外

 

その他

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数A・数B・数C 

物理基礎・物理， 

化学基礎・化学 

英語コミュニケーションⅠ・英語コミュニケーションⅡ・ 

英語コミュニケーションⅢ・論理・表現Ⅰ・論理・表現Ⅱ・ 

論理・表現Ⅲ 

面接 

大学入学

共通テス

ト の 成 績

が総配点

600 点 中

概ね74％

以上の者

※2 

大学入学 

共通テスト 
125 75 125 100 125 50    600

学校推薦型

 

 

個別学力検査等    300 400 300
 

  200 1,200

計 125 75 425 500 425 50   200 1,800

保健医療学科 

（看護学専攻） 

120名 

前期 60 

その他 60 

〔3.3〕 

国 

地歴 

公民 

 

理 

 

 

数 

 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」、  

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択）、  

「公，倫」、「公，政 経」  

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

(この中から2出題範囲選択)、 

物理、化学、生物、地学 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

英 

情Ⅰ            

（６教科８科目又は７教科８科目） 

外

 

 

その他

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーションⅡ,  

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

 

面接 

小論文 

─ 
大学入学  ①

共通テスト ②

200 

200 

＊100 

＊200 

200 

200 

＊200 

＊100 

200

200

50

50
   950

950

学校推薦型

個別学力検査等     200
 

 150 150 500

計  ①

   ②

200 

200 

＊100 

＊200 

200 

200 

＊200 

＊100 

400

400

50

50
 150

150

150

150

1,450

1,450

から１ 

  

  

※1 -
6
7
-
 



学部・学科等名 

及び入学定員等 

  
  
 

令 和 ６ 年 度 

志 願 倍 率 

  
  
  

 

学力

検査 

等の 

区分･

日程 

大学入学共通テストの                

利用教科 ・ 科目名 

個別学力検査等 大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等 

その他の 

選抜方法等教科等 科  目  名  等 
２段階  

選 抜 
試験の区分 国語 

地理 

歴史 
公民 数学 理科 外国語 情報

実技  

検査
小論文 面接

配点  

合計教科 科  目  名  等 

医学部 

  

297名 

前期 200 

その他 97 

〔-〕 

 

保健医療学科 

（リハビリテーション学専攻）  

理学療法学コース 

40 名 

前期 20 

その他 20 

作業療法学コース 

40 名 

前期 20 

その他 20 

前期 

２月25日 

 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

 

 

 

外 

情 

 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」、  

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択）、  

「公，倫」、「公，政 経」  

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

（地学基礎を除く３つの出題範囲から 

２出題範囲選択）、 

物理、化学、生物 

英        

情Ⅰ                     （６教科７科目）

 

数

外

 

数Ⅰ・数Ⅱ・数A・数B・数C 

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーションⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理表現Ⅲ 

 

  ─ 大学入学 

共通テスト 
200 100 200 100 200 50    850

学校推薦型

 

 

個別学力検査等    200  200
 

   400

計 200 100 400 100 400 50    1,250

薬学部 

 

115名 

公立中期 82 

その他 33 

〔10.6〕 

薬学科 

（６年制） 

65名 

公立中期 44 

その他 21 

公立中期 

３月８日 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択）, 

「公，倫」、「公，政 経」 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

物理、化学、生物、地学から２ 

英，独，仏，中，韓から１    

情Ⅰ                      （６教科８科目）

数

理

外

 

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数A・数B・数C 

化学基礎・化学 

英語コミュニケーションⅠ,英語コミュニケーションⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ・論理・表現Ⅰ, 

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

─ 大学入学 

共通テスト 
100 100 100 100 100 25     525

学校推薦型

 

私費外国人

留学生 
個別学力検査等    200 200 200

 
   600

計 100 100 300 300 300 25    1,125

生命薬科学科 

（４年制） 

50名 

公立中期 38 

その他 12 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」、 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択）  

「公，倫」、「公，政 経」 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

物理、化学、生物、地学から２ 

英，独，仏，中，韓から１   

情Ⅰ                      （６教科８科目）

数

理

外

 

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数A・数B・数C 

化学基礎・化学 

英語コミュニケーションⅠ,英語コミュニケーションⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ・論理・表現Ⅰ, 

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

─ 大学入学 

共通テスト 
100 100 100 100 100 25    525

個別学力検査等    200 200 200
 

   600

計 100 100 300 300 300 25    1,125

【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

医学部保健医療学科（リハビリテーション学専攻）と薬学部で「地理歴史、公民」の２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

医学部保健医療学科（リハビリテーション学専攻）で「理科」の２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

英語は、医学部保健医療学科（リハビリテーション学専攻）、薬学部ともリスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。 

【個別学力検査等】欄 

医学部保健医療学科（リハビリテーション学専攻）で数Ⅰ・数Ⅱ・数 A は全範囲を出題範囲とし、数 B は「数列」、数学 C は「ベクトル」を出題範囲とする。 

薬学部で数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数 A は全範囲を出題範囲とし、数 B は「数列」、数学 C は「平面上の曲線と複素数平面」「ベクトル」を出題範囲とする。 

薬学部で「化学基礎・化学」は「化学基礎」・「化学」の全範囲を出題範囲とする。 

から１ 

から１ 

から１ 

-
6
8
-
 

から１ 



 

学部・学科等名 

及び入学定員等 

 
 
 

令 和 ６ 年 度 

志 願 倍 率 

  
  
  

 

学力

検査 

等の 

区分･

日程 

大学入学共通テストの               

利用教科 ・ 科目名 

個別学力検査等 大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等 

その他の 

選抜方法等
教科等 科  目  名  等 

２段階  

選 抜 
試験の区分 国語 

地理 

歴史 
公民 数学 理科 外国語 情報

実技

検査
小論文 面接

配点  

合計教科 科  目  名  等 

経済学部 

 経済経営学科 

265名 

前期 140 

後期 70 

 内訳Ｅｺｰｽ 25 

   Ｍｺｰｽ 25 

このほか後期日程全受験者の
中で大学入学共通テスト等の
成績順に上位20名を優先的に
合格者とする。 

 

その他 55 

〔5.2〕 

前期 

２月25日 

国 

地歴 

公民 

 

理 

 

 

数 

 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択） 

「公，倫」、「公，政 経」 

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

（この中から2出題範囲選択）、 

物理、化学、生物、地学 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

英，独，仏，中，韓から１   

情Ⅰ ※                （４教科５科目） 

数

外

数Ⅰ・数Ⅱ・数A・数B・数C 

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーシ

ョンⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

─ 大学入学 

共通テスト 
100 ＊100 100 ＊100 100 ＊100   400

学校推薦型

 

私費外国人

留学生 個別学力検査等    200  200
 

  400

計 100 ＊100 300 ＊100 300 ＊100   800

後期 

３月12日 

国 

地歴 

公民 

 

理 

 

 

数 

 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択） 

「公，倫」、「公，政 経」 

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

（この中から2出題範囲選択）、 

物理、化学、生物、地学 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

英，独，仏，中，韓から１   

情Ⅰ ※                （４教科５科目） 

 

〔E コース〕 ─ 

大学入学 

共通テスト 
100 ＊100 100 ＊100 100

 

 

＊100
  400

外

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーシ

ョンⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

〔M コース〕 〔E コース〕 
個別学力検査等 

 
〔M コース〕 

個別学力検査等 

   

 
 
 
 

400 

 

 
400

 
 
 

   

 
400

 
 

400

数 数Ⅰ・数Ⅱ・数A・数B・数C 

〔E コース〕計 

〔M コース〕計 

100 

100 

＊100 

＊100 

100 

500 

＊100 

＊100 

500

100

＊100

＊100
  

800

800

 

【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

※「 の第１解答科目」「 の第 1 解答科目」、「 」のうち、最も得点の高い１つを合否判定に用いる。ただし、  において１科目のみ受験した場合の当該科目についてもここでいう第１解答科目に含める。 

英語は、リスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。 

【個別学力検査等】欄 

数Ⅰ・数Ⅱ・数 A は全範囲を出題範囲とし、数 B は「数列」、数 C は「ベクトル」を出題範囲とする。 

後期においては、出願時に E コース又は M コースのどちらかを選択する。 

【大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等】欄 

配点に＊印を付してある教科は選択科目をあらわす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ 

  

※ 

  

  

-
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9
-
 



 

 

 

 

 

 

【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

※ 「 から２科目」「 の第１解答科目と の第 1 解答科目」のうち、合計得点の高い組み合わせを合否判定に用いる。ただし、  において１科目のみ受験した場合の当該科目についてもここでいう第１解答科目に含める。 

英語は、リスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。 

【大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等】欄 

配点に＊印を付してある教科は選択科目をあらわす。 

 

 

 

 

 

 

学部・学科等名 

及び入学定員等 

 
 
 

令 和 ６ 年 度 

志 願 倍 率 

  
  
  

 

学力

検査 

等の 

区分･

日程 

大学入学共通テストの               

利用教科 ・ 科目名 

個別学力検査等 大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等 
その他の 

選抜方法等

教科等 科  目  名  等 
２段階  

選 抜 
試験の区分 国語 

地理 

歴史 
公民 数学 理科 外国語 情報

実技  

検査
小論文 面接

配点  

合計教科 科  目  名  等 

人文社会学部 

 

225名 

前期 136 

後期 32 

その他 57 

〔3.4〕 

心理教育学科 

 

 

64名 

前期 42 

後期 12 

その他 30 

前期 

２月25日 

国 

地歴 

公民 

 

理 

 

 

数 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択） 

「公，倫」、「公，政 経」 

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

（この中から2出題範囲選択）、 

物理、化学、生物、地学 

数Ⅰ，数A 

英，独，仏，中，韓から１ 

情Ⅰ                

 （５教科６科目又は６教科６科目）

国

 

外

現代の国語・言語文化・倫理国語・文学国

語・古典探求 

 

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケー

ションⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

─ 
 大学入学  ① 

共通テスト ② 

100 

100 

＊80 

＊160 

100 

100 

＊80 

 

100 

100 

40

40
   

500

500

学校推薦型

 

帰国生徒・

外国学校 

出身者 

 

私費外国人

留学生 

個別学力検査等 200    200     400

計   ① 

② 

300 

300 

＊80 

＊160 

100 

100 

＊80 

 

300 

300 

 

 

40

40

 

 

   
900

900

後期 

３月12日 

国 

地歴 

公民 

 

理 

 

 

数 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択） 

「公，倫」、「公，政 経」 

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

（この中から2出題範囲選択）、 

物理、化学、生物、地学 

数Ⅰ，数A 

英，独，仏，中，韓から１ 

情Ⅰ                    

（５教科６科目又は６教科６科目）

その他 小論文 ─ 
 大学入学  ① 

共通テスト ② 

100 

100 

＊80 

＊160 

100 

100 

＊80 

 

100 

100 

40

40
   

500

500

個別学力検査等        200  200

計   ① 

② 

100 

100 

＊80 

＊160 

100 

100 

＊80 

 

100 

100 

40

40
 

200

200
 

700

700

-
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※ 

※ 

  

  

  

  



 

 

 

学部・学科等名 

及び入学定員等 

 
 
 

令 和 ６ 年 度 

志 願 倍 率 

  
  
  

 

学力

検査 

等の 

区分･

日程 

大学入学共通テストの               

利用教科 ・ 科目名 

個別学力検査等 大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等 その他の 

選抜方法等 

教科等 科  目  名  等 
２段階  

選 抜 
試験の区分 国語 

地理 

歴史 
公民 数学 理科 外国語

実技  

検査
情報 小論文 面接

配点  

合計教科 科  目  名  等 

人文社会学部 

 

225名 

前期 136 

後期 32 

その他 57 

〔3.4〕 

現代社会学

科 

 

70名 

前期 49 

後期 ８ 

その他 13 

前期 

２月25日 

国 

地歴 

公民 

 

理 

 

 

数 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「公，倫」、「公，政 経」 

 

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

（この中から2出題範囲選択）、 

物理、化学、生物、地学 

数Ⅰ，数A 

英、独、仏、中、韓から１ 

情Ⅰ ※                    

 （４教科５科目又は５教科５科目）

国

 

外

現代の国語・言語文化・倫理国語・文学国語・

古典探求 

 

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーシ

ョンⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

─ 大学入学  ① 

共通テスト ② 

③ 

100 

100 

100 

＊100 

＊100 

＊200 

100 

100 

100 

＊100 

 

 

100 

100 

100 

 

 

＊100

 

  

500

500

500

学校推薦型 

 

帰国生徒・ 

外国学校 

出身者 

 

私費外国人 

留学生 
個別学力検査等 200     200  

 
  400

計   ① 

② 

③ 

300 

300 

300 

＊100 

 

＊200 

100 

100 

100 

＊100 

 

 

300 

300 

300 

 

 

＊100
  

900

900

900

後期 

３月12日 

国 

地歴 

公民 

 

理 

 

 

数 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「公，倫」、「公，政 経」 

 

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

（この中から2出題範囲選択）、 

物理、化学、生物、地学 

数Ⅰ，数A 

英、独、仏、中、韓から１ 

情Ⅰ ※                  

 （４教科５科目又は５教科５科目）

その他 小論文 ─ 大学入学  ① 

共通テスト ② 

③ 

100 

100 

100 

＊100 

＊100 

＊200 

100 

100 

100 

＊100 

 

 

100 

100 

100 

 

 

＊100   

500

500

500

個別学力検査等        
 

200  200

計   ① 

② 

③ 

100 

100 

100 

＊100 

＊100 

＊200 

100 

100 

100 

＊100 

 

 

100 

100 

100 

 

 

＊100
200

200

200

 

700

700

700

 

【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

※ 「 から２科目」「 の第１解答科目と の第 1 解答科目」「 の第１解答科目と 」のうち、最も合計得点の高い組み合わせを合否判定に用いる。ただし、  において１科目のみ受験した場合の当該科目についてもここでいう第１解答科目に含める。 

英語は、リスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。 

【大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等】欄 

配点に＊印を付してある教科は選択科目をあらわす。 
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※ 

  

  

※ 



 

 

 

 

 

 

 

 

学部・学科等名 

及び入学定員等 

 
 
 

令 和 ６ 年 度 

志 願 倍 率 

  
  
  

 

学力

検査 

等の 

区分･

日程 

大学入学共通テストの               

利用教科 ・ 科目名 

個別学力検査等 大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等 その他の 

選抜方法等

教科等 科  目  名  等 
２段階  

選 抜 
試験の区分 国語 

地理 

歴史 
公民 数学 理科 外国語 情報

実技  

検査
小論文 面接

配点  

合計教科 科  目  名  等 

人文社会学部 

 

225名 

前期 136 

後期 32 

その他 57 

〔3.4〕 

国際文化学科 

 

 

71名 

前期 45 

後期 12 

その他 14 

前期 

２月25日 

国 

地歴 

公民 

 

理 

 

 

数 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「公，倫」、「公，政 経」 

 

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

（この中から2出題範囲選択）、 

物理、化学、生物、地学 

数Ⅰ、数Ⅰ，数Aから１ 

英、独、仏、中、韓から１ 

情Ⅰ            

（５教科６科目又は６教科６科目）

国

 

外

現代の国語・言語文化・倫理国語・文学国

語・古典探求 

 

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケー

ションⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

─ 
大学入学  ① 

共通テスト ② 

100 

100 

＊100 

＊200 

100 

100 

＊100 

 

100 

100 

50

50
   

550

550

学校推薦型

 

帰国生徒・ 

外国学校 

出身者 

 

私費外国人

留学生 

個別学力検査等 250    250     500

計   ① 

② 

300 

300 

＊100 

＊200 

100 

100 

＊100 

 

300 

300 

 

 

50 

50 

 

   
1,050

1,050

後期 

３月12日 

国 

地歴 

公民 

 

理 

 

 

  数 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「公，倫」、「公，政 経」 

 

「物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎」 

（この中から2出題範囲選択）、 

物理、化学、生物、地学  

数Ⅰ、数Ⅰ，数Aから１ 

英、独、仏、中、韓から１ 

情Ⅰ              

（５教科６科目又は６教科６科目）

その他 小論文 ─ 

大学入学  ① 

共通テスト ② 

100 

100 

＊100 

＊200 

100 

100 

＊100 

 

100 

100 

50

50
   

550

550

個別学力検査等        250  250

計   ① 

② 

100 

100 

＊100 

＊200 

100 

100 

＊100 

 

100 

100 

50

50
 

250

250
 

800

800

 

【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

※ 「 から２科目」「 の第１解答科目と の第 1 解答科目」のうち、合計得点の高い組み合わせを合否判定に用いる。ただし、  において１科目のみ受験した場合の当該科目についてもここでいう第１解答科目に含める。 

英語は、リスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。 

【大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等】欄 

配点に＊印を付してある教科は選択科目をあらわす。 

 

 

 

 

-
7
2
-
 

※ 

  

  

  

  

※ 



 

 

学部・学科等名 

及び入学定員等 

 
 
 

令 和 ６ 年 度 

志 願 倍 率 

  
  
  

 

学力

検査 

等の 

区分･

日程 

大学入学共通テストの              

利用教科 ・ 科目名 

個別学力検査等 大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等 その他の 

選抜方法等

教科等 科  目  名  等 
２段階  

選 抜 
試験の区分 国語 

地理 

歴史 
公民 数学 理科 外国語 情報

実技  

検査
小論文 面接

配点  

合計教科 科  目  名  等 

芸術工学部 

 

103名 

前期 56 

後期 32 

その他 15 

〔5.8〕 

情報環境 

デザイン学科 

31名 

前期 16 

後期 10 

その他 ５ 

前期 

２月25日 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択） 

「公，倫」、「公，政 経」 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

物理、化学、生物、地学から１ 

英  

情Ⅰ                          （６教科７科目）

数

外

 

 

その他

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数A･数B・数C 

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーションⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

実技 

小論文 

─ 大学入学 

共通テスト 
100 100 200 100 200 50    750

学校推薦型

 

帰国生徒・ 

外国学校 

出身者 

 

私費外国人

留学生 

個別学力検査等    200  200  *100 *100  500

計 100 100 400 100 400 50 *100 *100  1,250

後期 

３月12日 

国 

数 

 

外 

情 

国 

数Ⅰ、数Ⅰ，数Aから１ 

数Ⅱ，数B，数C 

英 

情Ⅰ                    （４教科５科目）

その他 実技 ─ 大学入学 

共通テスト 
200  200  200 50    650

個別学力検査等       
 

400   400

計 200  200  200 50 400   1,050

産業 

イノベーション 

デザイン学科 

31名 

前期 16 

後期 10 

その他 ５ 

前期 

２月25日 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択） 

「公，倫」、「公，政 経」 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

物理、化学、生物、地学から１ 

英  

情Ⅰ                          （６教科７科目）

数

外

 

 

その他

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数A･数B・数C 

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーションⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

実技 

 

─ 大学入学 

共通テスト 
200 100 200 100 200 50    850

学校推薦型

 

帰国生徒・ 

外国学校 

出身者 

 

私費外国人

留学生 

個別学力検査等    100  100  100   300

計 200 100 300 100 300 50 100   1,150

後期 

３月12日 

国 

数 

 

外 

情 

国 

数Ⅰ、数Ⅰ，数Aから１ 

数Ⅱ，数B，数C 

英 

情Ⅰ                           （４教科５科目）

その他 実技 ─ 大学入学 

共通テスト 
200  200  200 50    650

個別学力検査等       
 

600   600

計 200  200  200 
 

600   1,250

【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

芸術工学部情報環境デザイン学科前期及び産業イノベーションデザイン学科前期で「理科」の２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

芸術工学部前期で「地理歴史・公民」の２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

英語は、リスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。 

【個別学力検査等】欄 

芸術工学部前期で数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数 A は全範囲を出題範囲とし、数 B は「数列」、数学 C は「平面上の曲線と複素数平面」「ベクトル」を出題範囲とする。 

【大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等】欄 

配点に＊印を付してある教科は選択科目をあらわす。 
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から１ 

から１ 



 

 

学部・学科等名 

及び入学定員等 

 
 
 

令 和 6 年 度 

志 願 倍 率 

  
  
  

 

学力

検査 

等の 

区分･

日程 

大学入学共通テストの               

利用教科 ・ 科目名 

個別学力検査等 大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等 その他の 

選抜方法等

教科等 科  目  名  等 
２段階  

選 抜 
試験の区分 国語 

地理 

歴史 
公民 数学 理科 外国語 情報

実技  

検査
小論文 面接

配点  

合計教科 科  目  名  等 

芸術工学部 

 

103名 

前期 56 

後期 32 

その他 15 

〔5.8〕 

建築都市 

デザイン学科 

41名 

前期 24 

後期 12 

その他 ５ 

前期 

２月25日 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択） 

「公，倫」、「公，政 経」 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

物理、化学、生物、地学から２ 

英  

情Ⅰ                          （６教科８科目）

数

外

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数A･数B・数C 

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケーションⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

― 大学入学 

共通テスト 
100 50 100 100 100 50    500

学校推薦型

 

帰国生徒・ 

外国学校 

出身者 

 

私費外国人

留学生 

個別学力検査等    200  200     400

計 100 50 300 100 300 50    900

後期 

３月12日 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択） 

「公，倫」、「公，政 経」 

数Ⅰ、数Ⅰ，数Aから１ 

数Ⅱ，数B，数C 

物理、化学、生物、地学から１ 

英  

情Ⅰ                          （６教科７科目）  

その他 実技 

小論文 

― 大学入学 

共通テスト 
100 50 100 50 100 25    425

個別学力検査等        ＊200 ＊200  200

計 100 50 100 50 100 25 ＊200 ＊200  625

 
【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

芸術工学部建築都市デザイン学科後期で「理科」の２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

芸術工学部建築都市デザイン学科で「地理歴史・公民」の２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

英語は、リスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。 

【個別学力検査等】欄 

芸術工学部前期で数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数 A は全範囲を出題範囲とし、数 B は「数列」、数 C は「平面上の曲線と複素数平面」「ベクトル」を出題範囲とする。 

【大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等】欄 

配点に＊印を付してある教科は選択科目をあらわす。 
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 から １

から１ 

から１ 



 
 

 
学部・学科等名 

及び入学定員等 

 
 
 

令 和 6 年 度 

志 願 倍 率 

  
  
  

 

学力

検査 

等の 

区分･

日程 

大学入学共通テストの               

利用教科 ・ 科目名 

個別学力検査等 大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等 その他の 

選抜方法等

教科等 科  目  名  等 
２段階  

選 抜 
試験の区分 国語 

地理 

歴史 
公民 数学 理科 外国語 情報

実技  

検査
小論文 面接

配点   

合計教科 科  目  名  等 

総合生命理学部 

 総合生命理学科 

43名 

後期 40 

その他 ３ 

〔5.3〕 

後期 

３月12日 

 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」、 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択）、 

「公，倫」、「公，政 経」 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

物理、化学、生物、地学から２ 

英 

情Ⅰ                    

                     （６教科８科目） 

数

理

 

 

その他

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数A・数B・数C ※ 

「物理基礎・物理」， 

「化学基礎・化学」，  

「生物基礎・生物」 

小論文 

─ 大学入学 

共通テスト 
100 50 100 100 150 50    550 

学校推薦型

 

私費外国人

留学生 
個別学力検査等    200 200    100  500 

計 100 50 300 300 150 50  100  1,050

データサイエンス学部 

 データサイエンス学科 

80名 

前期 50 

その他 30 

〔2.4〕 

前期 

２月25日 

 

国 

地歴 

公民 

 

数 

 

理 

外 

情 

国 

「歴総，世探」、「歴総，日探」、「地総，地探」、 

「地総/歴総/公」（この中から2出題範囲選択）、 

「公，倫」、「公，政 経」 

数Ⅰ，数A 

数Ⅱ，数B，数C 

物理、化学、生物、地学から１ 

英、独、仏、中、韓から１      

情Ⅰ                    （６教科７科目）

数

外

数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数A･数B・数C ※ 

英語コミュニケーションⅠ, 英語コミュニケー

ションⅡ, 

英語コミュニケーションⅢ, 論理・表現Ⅰ,  

論理・表現Ⅱ, 論理・表現Ⅲ 

─ 大学入学 

共通テスト 
200 100 200 100 200 50    850 

学校推薦型

個別学力検査等    400  200     600 

計 200 100 600 100 400 50    1,450

 
【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

「地理歴史、公民」の２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

データサイエンス学部で「理科」の２科目を受験した場合は、第１解答科目を合否判定に用いる。 

英語は、リスニングを含む。配点比率はリーディング 80％、リスニング 20％とする。 

【個別学力検査等】欄 

※ 数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数 A は全範囲を出題範囲とし、数 B は「数列」、数 C は「平面上の曲線と複素数平面」「ベクトル」を出題範囲とする。 

総合生命理学部で「物理基礎・物理」は「物理基礎」・「物理」の、「化学基礎・化学」は「化学基礎」・「化学」の、「生物基礎・生物」は「生物基礎」・「生物」の全範囲を出題範囲とする。 

データサイエンス学部は数Ⅰ・数Ⅱ・数 A・数 B・数 C（「ベクトル」のみ）の範囲からだけでも解答できることとする。 
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●本学ウェブサイト 

https://www.nagoya-cu.ac.jp/ 

 医学部 

大学院医学研究科 

大学院看護学研究科 

学生課入試係 

 

 〒467-8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄 1 

●医療人育成課(医学科)    Tel:（052）853-8545

●事務室（保健医療学科看護学専攻）   Tel:（052）853-8037

●事務室（保健医療学科リハビリテーション学専攻）   Tel:（052）853-8076

●学生課入試係       Tel:（052）853-8020

 

※変更可能性あり

 

 ●医学科・医学研究科 

https://www.nagoya-cu.ac.jp/med/ 

●保健医療学科看護学専攻・看護学研究科 

https://www.nagoya-cu.ac.jp/nurse/ 

●保健医療学科リハビリテーション学専攻 

 https://www.nagoya-cu.ac.jp/reha-lp/ 

 

 経済学部・大学院経済学研究科 

人文社会学部・大学院人間文化研究科 

総合生命理学部・大学院理学研究科 

データサイエンス学部・大学院データサイエンス研究科 

 

 〒467-8501 名古屋市瑞穂区瑞穂町字山の畑 1 

●山の畑事務室（経済）  Tel:（052）872-5805 

●  〃   （人文）  Tel:（052）872-5808 

●  〃   （理）   Tel:（052）872-5802 

●  〃   （ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ）Tel:(052) 872-5885 

●学生課学生支援係    Tel:（052）872-5042 

●国際課         Tel:（052）872-5163 

 

 ●経済学部・経済学研究科 

https://www.econ.nagoya-cu.ac.jp/ 

●人文社会学部・人間文化研究科 

https://www.nagoya-cu.ac.jp/human/ 

●総合生命理学部・理学研究科 

 https://www.nsc.nagoya-cu.ac.jp/ 

●データサイエンス学部・データサイエンス研究科 

 https://www.ds.nagoya-cu.ac.jp/ 

/

・ 

 芸術工学部・大学院芸術工学研究科  

 

〒467-0083 名古屋市千種区北千種 2-1-10 

●芸術工学部事務室   Tel:（052）721-1225 

 

 

●芸術工学部・芸術工学研究科 

https://www.nagoya-cu.ac.jp/sda/ 

 

 薬学部・大学院薬学研究科  

 

〒467-8603 名古屋市瑞穂区田辺通 3-1 

●薬学部事務室    Tel:（052）836-3402 

 

 

●薬学部・薬学研究科 

https://www.nagoya-cu.ac.jp/phar/ 

 

桜山キャンパス 滝子キャンパス 

田辺通キャンパス 

注：令和８年４月より、名東キャンパス（名東区勢子坊二丁目 1501 番地）が設置され、医学部保健医療学科リハビリテーション学専攻 
（2年次以上）において使用する予定です。 

北千種キャンパス 
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令和７年度入学者選抜試験日程の主な予定 

募集要項の種類 学部 試験日 
募集要項 

公表時期 

一般選抜 

医 学 部 
前期日程 令和７年２月25・26 日 

（保健医療学科リハビリテーション学専攻は 25 日のみ）  

令和６年 10月中旬

薬 学 部 中期日程 令和７年３月８日 

経 済 学 部 

前期日程 令和７年２月25 日 

後期日程 令和７年３月12 日 
人 文 社 会 学 部 

芸 術 工 学 部 

総合生命理学部 後期日程 令和７年３月12 日  

データサイエンス学部 前期日程 令和７年２月25 日 

学校推薦型選抜Ａ 
大学入学共通テストの成績を利用しない 

医 学 部 

保健医療学科リハビリテーション学専攻 

令和６年 11月 23 日 令和６年７月中旬

薬 学 部 

経 済 学 部 

人 文 社 会 学 部 

学校推薦型選抜Ｂ 

（名古屋市高大接続型含む） 
大学入学共通テストの成績を利用する 

医 学 部 

保健医療学科看護学専攻 
―  

令和６年 10月中旬

医 学 部 

保健医療学科リハビリテーション学専攻 
令和７年２月９日 

薬 学 部 令和７年２月９日 

経 済 学 部 

―  

人 文 社 会 学 部 

心 理 教 育 学 科 

芸 術 工 学 部 

データサイエンス学部 

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） 
大学入学共通テストの成績を利用する 

人 文 社 会 学 部 

現代社会学科・国際文化学科 

地域枠学校推薦型選抜 
大学入学共通テストの成績を利用する 

医 学 部 

医 学 科 

令和７年２月９日 
学校推薦型選抜（中部圏活躍型） 

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型）
大学入学共通テストの成績を利用する 

医 学 部 

医 学 科 

学校推薦型選抜（名古屋市高大接続型） 
大学入学共通テストの成績を利用する 

総合生命理学部 

学校推薦型選抜（連携指定校型） 
大学入学共通テストの成績を利用する 

芸 術 工 学 部 ― 

総合生命理学部 令和７年２月９日 

帰国生徒・外国学校出身者選抜 
人 文 社 会 学 部 

芸 術 工 学 部 

令和６年 11月 30 日 令和６年７月中旬

私費外国人留学生選抜 

薬 学 部 

経 済 学 部 

人 文 社 会 学 部 

芸 術 工 学 部 

総合生命理学部 

・出願資格や試験教科・科目等必要な事項について、各学生募集要項で必ず確認すること。 

・入学資格に係る個別資格審査が必要な場合や、障害等のため、受験上及び修学上の配慮を希望する場合についても、各

学生募集要項で必ず確認すること。 

・学生募集要項は、名古屋市立大学ウェブサイトのみで公表します。紙媒体での発行はありません。 

・その他不明な点は、名古屋市立大学学生課入試係に確認すること。（TEL 052-853-8020） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■連絡先：名古屋市立大学学生課入試係 〒467-8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１ 
TEL(052)853-8020 FAX(052)841-7428 E-mail：shingaku@adm.nagoya-cu.ac.jp 


